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１ 式の展開と因数分解

[知識・技能の習得を図る問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 １ 式の展開と因数分解
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 １ 式の展開と因数分解

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 次の(1)から(4)までの式を計算しなさい。

(1) ３ x ( x ＋２ y ) (2) －６ a ( a －２ b )

【解答】 【解答】

２
(3) ( ９ a b －６ a ) ÷ (－３ a ) (4) ( １２ x ２ y －８ x y ２) ÷ x y

３

【解答】 【解答】

２ 次の(1)から(4)までの式を展開しなさい。

(1) ( a － b ) ( c － d ) (2) ( ５ x －３ y ) ( ４ x － y )

【解答】 【解答】

(3) ( x ＋２ ) ( x ＋５ ) (4) ( x ＋５ ) ( x －７ )

【解答】 【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 １ 式の展開と因数分解

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 次の(1)から(4)までの式を展開しなさい。

１
(1) ( x ＋９ )２ (2) a －

２

２

【解答】 【解答】

(3) ( x ＋５ ) ( x －５ ) (4) (２ x ＋ y ) (２ x － y )

【解答】 【解答】

２ 次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) ( x ＋２ )２－ ( x ＋２ ) ( x ＋５ )を簡単にしなさい。

【解答】

(2) １０２×９８を展開の公式を利用して，計算しなさい。(途中の計算も書きなさい。)

【解答】

(3) x ＝３６のとき，次の式の値を求めなさい。

x ( x ＋４ )－ ( x －１ ) ( x ＋４ )

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 １ 式の展開と因数分解

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ 次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) １４４を素因数分解しなさい。

【解答】

(2) ４５にできるだけ小さい自然数をかけて，ある自然数の２乗にするには，どのような自

然数をかければよいか求めなさい。

【解答】

２ 次の(1)から(6)までの式を因数分解しなさい。

(1) ４ a b －８ b ２ (2) ３ x －６ x ２

【解答】 【解答】

(3) －１２ a ２－１８ a b ＋６ a (4) x ２－９ y ２

【解答】 【解答】

１
(5) １－４９ a ２ (6) １６ x ２－

９

【解答】 【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 次のアからウの中にあてはまる正の数をそれぞれ答えなさい。

９ x ２＋１２ x y ＋ y ２ ＝ （ x ＋ y ） ２

【解答】

ア＝ イ＝ ウ＝

２ 次の(1)から(6)までの式を因数分解しなさい。

(1) x ２＋１２ x ＋３６ (2) １－６ x ＋９ x ２

【解答】 【解答】

１
(3) x ２－ x ＋ (4) x ２－９ x ＋１８

４

【解答】 【解答】

(5) x ２－８ x －９ (6) ３ a x ２－２７ a

【解答】 【解答】

３ 因数分解を利用して，次の式の値を求めなさい。(途中の計算も書きなさい。)

x ＝２０２のとき，x ２－４ x ＋４の値

【解答】

ア イ ウ

第３学年 １ 式の展開と因数分解
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

１ 式の展開と因数分解

［知識・技能の習得を図る問題］

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 １ 式の展開と因数分解
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

【ポイント】

(1) ３ x （ x ＋２ y ） 分配の法則 a ( x ＋ y )＝ a x ＋ a y を使って計算しよう。

＝３ x ２＋６ x y

(2)の計算は， (－６ a ) × a ＋ (－６ a )×（－２ b ）

(2) －６ a （ a －２ b ）

＝－６ a ２＋１２ a b －６ a ２ ＋１２ a b

となり，符号に注意する必要があるね。

(3) （９ a b －６ a ）÷（－３ a ） 【ポイント】

＝９ a b ÷（－３ a ）＋（－６ a ）÷（－３ a ） ９ a b，－６ a をそれぞれ－３ a でわろう。

＝－３ b ＋２ ９ a b
＋

－６ a

２
－３ a －３ a

(4) （１２ x ２ y －８ x y ２）÷ x y
３

【ポイント】

３ ２ ３
＝（１２ x ２ y －８ x y ２）× x y の逆数 をかけるといいね。

２ x y ３ ２ x y

６ ３ ４ ３
＝１２ x ２ y × ＋（－８ x y ２) ×

２ x y ２ x y
１ １

＝１８ x －１２ y

２

(1) ( a － b ) ( c － d )

＝ a ( c － d )－ b ( c － d )

＝ a c － a d － b c ＋ b d

(2) （ ５ x －３ y ) ( ４ x － y )

＝ ５ x ( ４ x － y )－３ y ( ４ x － y )

＝ ２０ x ２－５ x y －１２ x y ＋３ y ２ 【ポイント】

＝ ２０ x ２－１７ x y ＋３ y ２ 同類項はまとめておくことが必要だね。

(3) ( x ＋２)( x ＋５)

＝ x ２＋７ x ＋１０ 【ポイント】

公式 ( x ＋ a ) ( x ＋ b ) ＝ x ２＋ ( a ＋ b ) x ＋ a b を利用

するといいね。

(4) ( x ＋５ ) ( x －７ ) (7)については， x の係数は２と５の和で７，数の項は

＝ x ２－２ x －３５ ２と５の積で１０となるね。

(8)については， x の係数は５と－７の和で－２，数の

項は５と－７の積で－３５となるね。

第３学年 １ 式の展開と因数分解
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 １ 式の展開と因数分解

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

(1) ( x ＋９ )２ 【ポイント】

＝ x ２＋１８ x ＋８１ 公式 （ a ＋ b ） ２＝ a ２＋２ a b ＋ b ２ を利用しよう。

x を a，９を b と考え，公式にあてはめると，

１
x ２＋２× x ×９＋９ ２となるね。

(2) a －
２

２

１
【ポイント】

＝ a ２－ a ＋ 公式 （ a － b ） ２ ＝ a ２－２ a b ＋ b ２ を利用しよう。
４

１
を b と考え，公式にあてはめると，

２

a ２－２× a ×
１

＋
１ ２

となるね。
２ ２

(3) ( x ＋５ ) ( x －５ ) 【ポイント】

＝ x ２－２５ 公式 (a ＋ b ) (a － b )＝ a ２－ b ２ を利用しよう。

(3)は，x を a，５を b と考えるといいね。

(4)は，２ x を a，y を b と考え，公式にあてはめると，

(4) (２ x ＋ y ) (２ x － y ) (２ x )２－ y ２となるね。

＝ ４ x ２－ y ２

２

(1) ( x ＋２ )２－ ( x ＋２ ) ( x ＋５ ) 【ポイント】

＝ ( x ２＋４ x ＋４ )－ ( x ２＋７ x ＋１０) 次の順序で計算をするといいね。

＝ x ２＋４ x ＋４－ x ２－７ x －１０ ①それぞれ展開して，かっこをつける。

＝ x ２－ x ２＋４ x －７ x ＋４－１０ ②符号に注意してかっこをはずす。

＝－３ x －６ ③同類項をまとめる。

(2) １０２×９８

＝（１００＋２) (１００－２） 【ポイント】

＝１００ ２－２ ２ 公式 ( a ＋ b ) ( a ＋ b )＝ a ２－ b ２ を利用して

＝１００００－４ 計算しよう。

＝９９９６

(3) x ( x ＋４ )－ ( x －１ ) ( x ＋４ ) 【ポイント】

＝ x ２＋４ x －( x ２＋３ x －４ ) 下のように，最初の式に，x ＝３６を代入して，

＝ x ２＋４ x － x ２－３ x ＋４ 計算することもできるね。

＝ x ＋４ ３６(３６＋４ )－ (３６－１ ) (３６＋４ )

x ＝３６を代入して， ＝３６×４０－３５×４０

３６＋４＝４０ ＝(３６－３５)×４０

＝１×４０

＝４０

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 １ 式の展開と因数分解

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

１

(1) ２ ４×３ ２ 【ポイント】同じ数の積は指数を使って表そう。求め方には，主に次の

ような２つの方法があるよ。

(求め方①) (求め方②)

右のように ２）１４４ 気付いたものから ４ ２

素数で次々 ２） ７２ 積の形に分解して １２ ２

にわってい ２） ３６ いき，すべて素数 １４４ ３

く。 ２） １８ の積になるまで， １２ ４ ２

３） ９ 分解する。 ２

３ ３

(2) ５ 【ポイント】

４５を素因数分解すると３ ２×５である。

だから，３ ２×５に５をかけると，

（３ ２×５）×５＝３ ２×５ ２

＝（３×５） ２

となり，自然数１５の２乗になることがわかるね。

２

(1) ４ a b －８ b ２ 【ポイント】

＝４ b （ a －２ b ） ４ a b －８ b ２＝４ b × a －４ b ×２ b だから，

共通因数は４ b だね。

(2) ３ x －６ x ２

＝３ x （１－２ x ） 【ポイント】

－６ a を共通因数として出せば， ( )の

(3) －１２ a ２－１８ a b ＋６ a 中の各項の符号が変わるね。

＝－６ a （ a ＋３ b －２） ６ a （－ a －３ b ＋２）と答えてもいいよ。

(4) x ２－９ y ２ 【ポイント】

＝（ x ＋３ y ）（ x －３ y ） 公式 a ２－ b ２＝（ a ＋ b ）（ a － b ）を利用しよう。

(4)は，x ２－９ y ２＝ x ２－（３ y ） ２だから，

x を a，３ y を b にあてはめて考えるといいね。

(5) １－４９ a ２

＝（１＋７ a ）（１－７ a ） (5)は，１－４９ y ２＝１ ２－（７ y ） ２だから，

１を a，７ a を b にあてはめて考えるといいね。

１ １ １
(6) １６ x ２－ (6)は，１６ x ２－ ＝ (４ x )２－

２

だから，
９

１

９ ３

＝ ４ x ＋
１

４ x －
１ ４ x を a， を b にあてはめて考えるといいね。

３ ３
３

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 １ 式の展開と因数分解

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題④

１

ア＝４，イ＝３，ウ＝２ 【ポイント】

公式 a ２＋２ a b ＋ b ２＝（ a ＋ b ） ２ と比べて考えよう。

９ x ２ ＋ １２ x y ＋ y ２ ＝ （ x ＋ y ） ２

（３ x ） ２ ２×３ x ×２ y

９ x ２＝（３ x ） ２ だから，イは３となるね。

１２ x y ＝ ２×３ x ×２ y だから，ウは２となるね。

公式の b ２の部分は (２ y)２となり，アは４となるね。

２

(1) （ x ＋６） ２ 【ポイント】

公式 a ２＋２ a b ＋ b ２＝（ a ＋ b ） ２ を利用しよう。

x ２＋１２ x ＋３６＝ x ２＋２× x ×６＋６ ２だから，a は x，b は６だね。

(2) （１－３ x ） ２ 【ポイント】

公式 a ２－２ a b ＋ b ２＝（ a － b ） ２ を利用しよう。

(2)は，１ ２－２×１×３ x ＋ (３ x)２ だから，a は１，b は３ x だね。

１－６ x ＋９ x ２＝９ x ２－６ x ＋１＝（３ x －１） ２と答えてもいいよ。

１
(3) x －

２

(3)は，x ２－ x ＋
１

＝ x ２－２× x ×
１

＋
１ ２

となるから，２

１
４ ２ ２

a は x，b は と考えるといいね。
２

(4) （ x －３）（ x －６） 【ポイント】

公式 x ２＋（ a ＋ b ） x ＋ a b ＝（ x ＋ a ）（ x ＋ b ）を利用しよう。

(4)は，x ２－９ x ＋１８だから，和が－９，積が１８となる２数を

(5) （ x ＋１）（ x －９） を見つけよう(－３と－６)。

(5)は，和が－８，積が－９となる２数だね(＋１と－９)。

(6) ３ a （ x ＋３）（ x －３） 【ポイント】

共通因数を取り出して，さらに ( )の中が因数分解できな

いかを考えよう。３ a x ２－２７ a ＝３ a （ x ２－９）

＝３ a （ x ＋３）（ x －３）

３ ４００００ 【ポイント】

公式 a ２－２ a b ＋ b ２＝（ a － b ） ２ を利用すると，

x ２－４ x ＋４＝（ x －２） ２となり，ここで x ＝２０２を代入すれば，

(２０２－２ )２＝２００ ２＝４００００ と計算が簡単になるね。

イア ウ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

１ 式の展開と因数分解

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 １ 式の展開と因数分解
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 偶数や奇数についていろいろと調べていた太郎さんは，「偶数を２乗した数から１を引い

た数は，もとの偶数の前後の奇数の積になる」ということに気付きました。そして，このこ

とを下のように表しました。あとの(1)，(2)の各問いに答えなさい。

偶 数 ２ ４ ６ ８ ・・・・

２乗する

２乗した数 ４ １６

１を引く

１を引いた数 ３

２数の積

にする

奇数の数 １ × ３ × × ×

(1) 上の にあてはまる数をそれぞれ書き入れなさい。

(2) 太郎さんは，２以上のすべての偶数について，「偶数を２乗した数から１を引いた数は，

もとの偶数の前後の奇数の積になる」ということを，文字の式とことばを使って次のよう

に説明しました。

(太郎さんの説明)

自然数 n を使って，２以上の偶数は２ n と表される。

(２ n)２－１＝ (２ n ＋１ ) (２ n －１ )となるから，偶数２ n を２乗した数から１を引いた

数は，もとの偶数２ n の前後の奇数 ２ n －１と２ n ＋１の積になる。

(太郎さんの説明)を参考にして，１以上のすべての奇数について，「奇数を２乗した数

から１を引いた数は，もとの奇数の前後の偶数の積になる」ということを，文字の式とこ

とばを使って説明しなさい。 ※この場合の偶数は，０を含むものとして考えます。

【解答】

第３学年 １ 式の展開と因数分解
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 １ 式の展開と因数分解

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 次のようなＡ，Ｂ，Ｃの３種類の板があります。この３種類の板を何枚か組み合わせて，

いろいろな形をつくります。

あとの(1)，(2)の各問いに答えなさい。

Ａ １辺の長さが x ｃｍの正方形

Ｂ ２辺の長さがそれぞれ x ｃｍと

１ｃｍである長方形

Ｃ １辺の長さが１ｃｍの正方形

(1) Ａを１枚，Ｂを２枚，Ｃを１枚組み合わせると，右の

図のように１辺の長さが x ＋１ｃｍとなる正方形をつくる

ことができます。このことは，式とことばを使って下の

ように説明することができます。

(説明)

Ａの面積は x ２ｃｍ ２，Ｂの面積は x ｃｍ ２，Ｃの面積は

１ｃｍ ２である。だから，Ａ１枚，Ｂ２枚，Ｃ１枚の面

積をたすと，x ２＋２ x ＋１＝ ( x ＋１ )２ となるので，

１辺の長さが x ＋１ｃｍとなる正方形をつくることが

できる。

Ａを１枚，Ｂを５枚，Ｃを６枚を組み合わせて，長方形をつくるとしたら，どのような

長方形ができますか。上の(説明)を参考にして，式とことばを使って説明しなさい。

【解答】

(2) １辺の長さが ２ x ＋３ｃｍ となるような正方形を５枚つくるには，Ａ～Ｃの板がそれぞ

れ何枚必要ですか。

【解答】

Ａ Ｂ Ｃ

x ｃｍ

x ｃｍ

Ａ x ｃｍ

１ｃｍ

Ｂ

１ｃｍ

１ｃｍ Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

x＋１ｃｍ

x＋１ｃｍ

枚枚枚

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

１ 式の展開と因数分解

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 １ 式の展開と因数分解
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

(1)

偶 数 ２ ４ ６ ８ ・・・・

２乗する

２乗した数 ４ １６

１を引く

１を引いた数 ３

２数の積

にする

奇数の数 １ × ３ × × ×

(2) (解答例１)

自然数 n を使って，奇数は２ n －１と表される。

(２ n －１ )２－１＝ ４ n ２－４ n ＋１－１

＝ ４ n ２－４ n

＝ ２ n (２ n －２ )

となるから，奇数２ n －１を２乗した数から１を引いた数は，

もとの奇数２ n －１の前後の偶数２ n －２と２ n の積になる。

【ポイント】

奇数である２ n －１の前後の偶数は，

(２ n －１ )－１＝２ n －２， (２ n －１ )＋１＝２ n だから，

２ n －２と２ n だね。

４ n ２－４ n ＝２ n ×２ n －２ n ×２ だから，共通因数２ n を

とり出すことで，２ n －２と２ n の積の形にできるね。

(解答例２)

０以上の整数を n とすると，奇数は２ n ＋１と表される。

(２ n ＋１ )２－１＝ ４ n ２＋４ n ＋１－１

＝ ４ n ２＋４ n

＝ ２ n ( ２ n ＋２)

となるから，奇数２ n ＋１を２乗した数から１を引いた数は，

もとの奇数２ n ＋１の前後の偶数２ n と２ n ＋２の積になる。

【ポイント】

n を自然数とすると，

２ n ＋１＝３，５，７，９・・・・・となり，

奇数１を表すことができない。

だから，この場合は，n を０以上の整数とした方がいいね。

１５

３ ５

３６

３５

５ ７

６４

６３

９７

第３学年 １ 式の展開と因数分解
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 １ 式の展開と因数分解

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

(1)

Ａの面積は x ２ｃｍ ２，Ｂの面積は x ｃｍ ２，Ｃの面積は１ｃｍ ２である。

だから，Ａ１枚，Ｂ５枚，Ｃ６枚の面積をたすと，

x ２＋５ x ＋６＝ ( x ＋２) ( x ＋３) となり，

２辺の長さが x ＋２ ｃｍと x ＋３ ｃｍである長方形をつくることができる。

【ポイント】

右のような長方形になるね。

(1)の問いは，「正方形の(説明)に

ならって，式とことばを使って説

明しなさい。」となっているので，

上のような説明になるね。

(2) Ａ ２０枚 Ｂ ６０枚 Ｃ ４５枚

【ポイント】

１辺の長さが２ x ＋３ｃｍとなる正方形は，下のようになる。そして，この正方形

５枚の合計の面積を計算すると，

５ ( ２ x ＋３ )２ ＝ ５ (４ x ２＋１２ x ＋９)

＝ ２０ x ２＋６０ x ＋４５ となる。

Ａの面積は x ２ｃｍ ２，Ｂの面積は x ｃｍ ２，Ｃの面積は１ｃｍ ２だ

から，Ａは２０枚，Ｂは６０枚，Ｃは４５枚必要になるね。

この正方形が５枚

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｃ

x ＋２ ｃｍ

x ＋３ ｃｍ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｃ ＣＣ

Ｃ

ＣＣ Ｃ

ＣＣ

２ x ＋３ｃｍ

２ x ＋３ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

２ 平方根

[知識・技能の習得を図る問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ２ 平方根
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ２ 平方根

a

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 次の(1)～(3)の下線部が正しい場合は○をかきなさい。また，正しくない場合は，誤りを

なおして正しくしなさい。

(1) ２５の平方根は５である。 (2) は±２０である。 (3) (－７)２ は７である。

【解答】 【解答】 【解答】

２ 次の数を，小さい方から順に並べなさい。

０ ， ， ， ２ ， ，

【解答】

３ ＜３となる自然数 a を，すべて求めなさい。

【解答】

４ 次の大小関係にあてはまる自然数 a を，すべて求めなさい。

(1) ３＜ ＜４ (2) ８＜ ＜８.２

【解答】 【解答】

５ の値が自然数となるような自然数 a のうち，もっとも小さいものを求めなさい。

【解答】

４ ０ ０

５ ４ × a

－ ５ － ３２ ６

a a

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ２ 平方根

９ ５

３ ０

４ ５

３ ０ ３ ０２ ５ ３ ６

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ ＝２， ＝３だから，２＜ ＜３となり， の整数部分は２と分かります。

同じような考えで， の整数部分を求めます。下の にあてはまる数をそれぞれ書

き入れなさい。

＝ ， ＝ だから， ＜ ＜ となり， の

整数部分は， と分かる。

２ 次の①～③の中から， ３.７ の値にもっとも近いものを選び，番号で答えなさい。

① ０.６ ② １.８ ③ １.９

【解答】

３ 面積が３０ｍ
２
である正方形の形をした花だんを作ろうと思います。１辺の長さを何ｍにす

ればよいでしょうか。小数第１位の数まで求めなさい。(電卓を使用してもよい。)

花だん

３０ ｍ
２

【解答】

ｍ

４ 次の数の中で，無理数である数をすべてかきなさい。

８ , , , ,

【解答】

－ ５ －
５

９

３

７
０.０９

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ２ 平方根

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ 次の計算をしなさい。

(1) (2)

【解答】 【解答】

(3) (4)

【解答】 【解答】

２ 次の数を変形して， の中をできるだけ簡単な数にしなさい。

(1) (2)

【解答】 【解答】

３ 次の数を，分母に を含まない形に変形しなさい。

(1) (2)

【解答】 【解答】

４ として，次の値を求めなさい。

(1) (2)

【解答】 【解答】

３００

４ ２ ÷ ６

１ ８ × １ ２

６

５

１８

９

３ ＝１．７３２

３

６

４ ２ × ２ ６

９ ８ １０８

５ × (－ ３ )

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ２ 平方根

３ － ２５ ３

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 次の計算をしなさい。

(1) (2)

【解答】 【解答】

(3) (4)

【解答】 【解答】

２ 次の計算をしなさい。

(1) ( ＋３ ) ( ＋２ ) (2) ( )２

【解答】 【解答】

３ ３

２
＋

３

５

３ ５－２ ５ － ３ ５ ０ ＋ １ ８

３ ２ ０ ＋ ４ ５

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

２ 平方根

［知識・技能の習得を図る問題］

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ２ 平方根
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



４ ０ ０

－ ５ － ３ ２ ６

２ ６

a

４９

a b

４

９

２ ６

６ ４

６ ４ a ６７．２４

a

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ (1) ±５ 【ポイント】

２５の平方根は，２乗したら２５になる数なので，

５と－５となるね。

(2) ２０ 【ポイント】

４００の平方根の正の方を表しているので，

は２０となるね。

(3) ○ 【ポイント】

は だから，７となるね。

２ ， ，０ ， ，２ ， 【ポイント】

正の数 a，b について，

a ＜ b ならば， ＜ である。

だから， ＜ ＜ となるの

で， ＜２＜ となるね。

３ １，２，３，４，５，６，７，８

【ポイント】

＜３なので， ＜ である。

よって，a は９より小さい自然数となるね。

４ (1) １０，１１，１２，１３，１４，１５

【ポイント】

(2) ６５，６６，６７ ８＝ ，８.２＝ (８.２)２ ＝ ６７.２４ だから，

＜ ＜ となる。

よって，a は６４より大きく６７.２４より小さい整数

となるね。

５ ６ 【ポイント】

の値が自然数となるためには， ２ となればよい。

そこで，５４ a ＝
２
になることを考える。

５４× a ＝３ ２×３×２× a だから，a ＝３×２とすれば，

５４× a ＝３ ２×３×２×３×２＝ (３×３×２)２＝１８２となる。

よって，a ＝６である。

(－７)２

第３学年 ２ 平方根
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ２ 平方根

－ ５

３ ０

３ ５４

－ ５
３

７
０. ０９

３ ０ ３ ０２ ５ ３ ６

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

＝ ， ＝ だから， ＜ ＜ となり， の

整数部分は， と分かる。

２ ③

【ポイント】

３.７を２乗すると，３.７になるから，①から③までの数を

それぞれ２乗して，３.７に一番近い数を探せばいいね。

① (０ .６ )２＝０.３６ ② (１.８)２＝３.２４ ③ (１.９)２＝３.６１

よって，３.７に一番近い数は，③となるね。

３ ５.５（ｍ）

【ポイント】

正方形の面積は，正方形の１辺の長さを２乗したら求められるので，

面積が３０ｍ ２の場合の１辺の長さは ｍということになるね。

＝ ５.４７７・・・・・だから，小数第２位を四捨五入すると，正方形

の１辺の長さは，５.５ｍとなるね。

４ ，

【ポイント】
m

有理数・・・整数 m と，０でない整数 n を使って，分数 の形に表される数。
n

無理数・・・有理数でない数。

例えば， は，整数２であるから，有理数だね。 や などは，整数

ではなく，分数
m

の形に表すこともできないので，無理数だね。
n

３
＝ ０.３＝

１０
だから有理数となり， と は無理数となるね。

３

７

３ ０

５ ６ ５ ６

５

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



６ ６

７ ２

２

１００

３

２ ２３ ３

６

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

１

(1) (2) 【ポイント】

＝

＝ ＝

(3) 【ポイント】 (4)

３

＝ ２ ＝ 【ポイント】

＝ ３×２× × ３×２× × ＝ と変形できることに

気付こう。

＝ ６ ＝

２

(1) 【ポイント】 (2) 【ポイント】

積の形が分からないと １０８＝３６×３である

＝ きは，素因数分解をす ＝ ことに気付けたら，

るといいね。 いいね。

＝ ２ ) ９８ ＝

７ ) ４９

３ ７

(1)

(2)

＝ ＝

＝ ＝

【ポイント】

分母に をふくむ数 ＝

がある場合，分母と

分子に同じ数をかけて

分母に をふくまな

い形にしよう。

４

(1) 【ポイント】 (2) 【ポイント】

＝１０だから， 分母に をふくまない形

＝ の中の数を， ＝ にしてから，与えられた

１００×□のような積 値を代入した方がいいね。

＝ １０×１.７３２ の形にすることが， ＝

必要だね。 ＝ ２×１.７３２

＝ １７.３２ ＝ ３.４６４

３ ０ ０ ３

６

６

５

１ ８

９

４ ２ ÷ ６

１ ８ × １ ２ ４ ２ × ２ ６

９ ８ １ ０ ８

５ × (－ ３ )

３ ２ × ２ ３

－ １ ５ ７

８ １ ２

８ × ２ ３

１ ６ ３

７２ × ２ ２２ × ３２× ３

６ ３

６ × ６

５× ６

５ ６

６

３ ２

９

２

３

３ ２

２

６ ３

３

２ ３

１ ０ ３

３

４２

６

４２

６

１２ ２ ３

１８

１２

第３学年 ２ 平方根
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



５ ＋３ ３ ＋２

２ ６

２ ６

５ ０

５２ × ２

５ ２

３ ２ ０

３× ２ ５

６ ５

３ ２

１ ８

３ ２ × ２

２

４ ５

３２ × ５

５

５ ＋３ ３＋２

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題④

１

(1) (2） 【ポイント】

＝ ＝ ＝

＝

＝

【ポイント】

と のように の ＝

中の数が同じものは，まとめること ＝ ３

ができるね。

【ポイント】

分母と分子に同

(3) (4) ＝ じ数をかけて，

【ポイント】 分母に をふ

＝ ＝ くまない形にし

＝ よう。

＝ ＝ ＝

【ポイント】

＝
＝

分数の分母の数

＝３ が違っているの

で，通分が必要

だね。

２

（1) ( ) ( ) (2)

＝ ＝ － ＋

＝ ３－ ＋２

【ポイント】

下のように，順にかけあわせて ＝ ５－

計算をしよう。

【ポイント】

( ) ( ) 公式( a － b )２ ＝ a ２－２ a b ＋ b ２が

利用できるね。a を ，b を

と考えて計算するといいね。

は，

これ以上計算することができな

いので，これが答えとなるね。

３ ３

２
＋

３

５

３ ５－２ ５ － ３ ５ ０ ＋ １ ８

３ ２ ０ ＋ ４ ５

( ３ － ２ )２

５ － ３ ５ ２ ＋３ ２

８ ２

６ ５ ＋３ ５

９ ５

３ ３

２
＋

５ ３

３

９ ３

６
＋

１ ０ ３

６

１ ９ ３

６

１ ５ ＋２ ５＋３ ３＋６ ( ３ )２ ２× ３ × ２ ( ２ )２

３ ５ －２ ５

１ ５ ＋２ ５＋３ ３＋６

①

②

③
④

第３学年 ２ 平方根
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

２ 平方根

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ２ 平方根
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１ ３

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) 下の図の色をつけた正方形の面積は５ｃｍ
２
になります。

このことを，式と言葉を使って説明しなさい。

【解答】

(2) (1)の図の色をつけた正方形の１辺の長さを， を使って答えなさい。

【解答】

ｃｍ

(3) 右の図において，面積が１３ｃｍ
２
となる正方形をかきなさい。また，長さが ｃｍと

なる線分を太線( )と「→」を使って，１つ示しなさい。

１ｃｍ

１ｃｍ

１ｃｍ

１ｃｍ

第３学年 ２ 平方根
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

２ 平方根

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ２ 平方根
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



１ ３

１ ３

５

５

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

(1) （解答例①）

大きい正方形の面積は，３×３＝９(ｃｍ ２)である。

また，色のついた正方形の外側にある４つの三角形の

面積は，(２×１÷２)×４＝４(ｃｍ ２)である。

よって，色のついた正方形の面積は，９－４＝５(ｃｍ ２)

である。

（解答例②）

斜線部の１つの三角形の面積は，１辺の長さが１ｃｍ

の正方形の面積と同じになる。同じような三角形が４つ

あり，まん中にある正方形の面積を合わせると，５ｃｍ ２

である。

１ｃｍ ２

(2) (ｃｍ) 【ポイント】

正方形の面積は，その正方形の１辺の長さを２乗したら

求められるね。だから，色をつけた正方形の１辺の長さ

を２乗すると５になるはずだから，

１辺の長さは ｃｍということになるね。

(3)

(解答例)

【ポイント】

問題１の(解答例①)の考え方を

使うと，大きい正方形の面積は，

５×５＝２５ (ｃｍ ２)

色のついた正方形の外側にある

４つの三角形の面積は，

(２×３÷２)×４＝１２ (ｃｍ ２)

よって，色のついた正方形の面

積は，２５－１２＝１３ (ｃｍ ２)

となり，この正方形の１辺の長さ

が， ｃｍとなるね。

ｃｍ

１ｃｍ

１ｃｍ

１ｃｍ

１ｃｍ

２ｃｍ

１ｃｍ

１ｃｍ

１ｃｍ

第３学年 ２ 平方根
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

３ 二次方程式

[知識・技能の習得を図る問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ３ 二次方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ３ 二次方程式

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 次の(1)から(5)までの方程式を解きなさい。

(1) x ２＝４９ (2) x ２－１８＝０ (3) ９ x ２－４＝０

【解答】 【解答】 【解答】

(4) ( x －３ )２ ＝１６ (5) ( x ＋１ )２－２０＝０

【解答】 【解答】

２ 次の(1)と(2)の方程式を ( x － m )２ ＝ n の形に変形して解きなさい。

(1) x ２－４ x ＝1０ (2) x ２＋６ x ＋１＝０

【解答】 【解答】

x ＝x ＝ x ＝

x ＝ x ＝

x ＝ x ＝

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ３ 二次方程式

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 次の(1)から(8)までの方程式を解きなさい。

(1) ( x ＋１ ) ( x －３ ) ＝０ (2) x ２＋ x －１２ ＝０

【解答】 【解答】

(3) x ２＋６ x ＝０ (4) x ２－１１ x ＝－２８

【解答】 【解答】

(5) x ２－１０ x ＋２５＝０ (6) ３ x ２ ＝４ x

【解答】 【解答】

１ １
(7) x ２＋ x ＋ ＝０ (8) x ( x ＋４ )＝５

２ １６

【解答】 【解答】

x ＝ x ＝

x ＝ x ＝

x ＝ x ＝

x ＝ x ＝

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ３ 二次方程式

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ 次の(1)から(4)まで方程式を解の公式を使って解きなさい。

(1) ２ x ２＋７ x ＋１＝０ (2) x ２＋５ x －３＝０

【解答】 【解答】

(3) ３ x ２－７ x ＋２＝０ (4) ２ x ２－６ x －１＝０

【解答】 【解答】

２ 次の(1)から(4)までの方程式を解きなさい。

(1) x ２＋ x ＝４ x ＋１８ (2) x ( x ＋７ ) ＝ x －９

【解答】 【解答】

(3) ２ x ２－１６ x ＋２４＝０ (4) ( x ＋２ ) ( x ＋４ )＝６ ( x ＋２ )

【解答】 【解答】

x ＝ x ＝

x ＝ x ＝

x ＝ x ＝

x ＝ x ＝

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ３ 二次方程式

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 次のアからエまでの二次方程式の中で，解の１つが－３であるものはどれですか。

その記号を答えなさい。

ア x ２＋３＝０ イ x ２＋３ x ＝０ ウ x ２－４ x －２１＝０ エ ( x ＋３ )２ ＝９

【解答】

２ 二次方程式 x ２＋ a x －１８＝０ の解の１つが２であるとき，a の値を求めなさい。

また，他の解を求めなさい。

【解答】

３ ある自然数 x を，２乗しなければならないところを，まちがえて２倍したため，計算の結

果は８０だけ小さくなりました。

x についての方程式をつくり，答えを求めるまでの過程をすべて書いて，この自然数 x を

求めなさい。

【解答】

（答え）

a の値 他の解

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

３ 二次方程式

[知識・技能の習得を図る問題]

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ３ 二次方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



b ２－４ a c

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

(1) x ２＝４９ (2) x ２－１８＝０ (3) ９ x ２－４＝０

x ＝±７ x ２ ＝１８ ９ x ２＝４

x ＝±
x ２＝

４

【ポイント】 x ＝±
９

７２＝４９， (－７ )２＝４９ x ＝±
２

だから， x ＝７，－７ 【ポイント】 ３

となるね。 √の中の数は，できるだけ簡単な数に

なるように変形することが必要だね。

(4) ( x －３ )２ ＝１６ 【ポイント】 (5) ( x ＋１ )２ －２０ ＝０

x －３＝Ｘとおくと， x －３や x ＋１を x ＋１＝Ｘとおくと，

Ｘ ２ ＝１６ １つのものとみて， Ｘ２－２０ ＝０

Ｘ ＝±４ Ｘとおくことで， Ｘ２ ＝２０

Ｘをもとにもどして， Ｘ ２＝ n の形になる Ｘをもとにもどして，

x －３ ＝±４ ので，上の(1)～(3) ( x ＋１ )２ ＝２０

x ＝ ３±４ と同じ方法で，解く x ＋１ ＝±

x ＝７，－１ ことができるね。 x ＝－１±

２ 【ポイント】

左辺を ( x ＋ m )２，あるいは( x － m )２の形にするために，x の係数の半分の２乗を両辺

に加えることが必要だね。

(1) x ２－４ x ＝1０ (2) x ２＋６ x ＋１ ＝０

x ２－４ x ＋２ ２ ＝1０＋２ ２ x ２＋６ x ＋３ ２ ＝－１＋３ ２

x ２－４ x ＋４ ＝1０＋４ x ２＋６ x ＋９ ＝－１＋９

( x －２ )２ ＝１４ ( x ＋３)２ ＝ ８

x －２ ＝± x ＋３ ＝±

x ＝２± x ＝－３±

【ポイント】

因数分解で解けない場合は，このように，( x ＋ m )２ ＝ n の形にして解くか，

または，解の公式を使って解くかのどちらかになるね。

二次方程式の解の公式

二次方程式 ax ２＋ bx ＋ c ＝０の解は， x ＝
－ b ±

２ a

１４ ８

２ ２

１ ８

３ ２

２０

２ ５

１４

第３学年 ３ 二次方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ３ 二次方程式

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

(1) ( x ＋１ ) ( x －３ ) ＝０ (2) x ２＋ x －１２ ＝０

x ＋１＝０ または x －３＝０ ( x ＋４ ) ( x －３ ) ＝０

x ＝－１ または x ＝３ x ＋４＝０ または x －３＝０

x ＝－１，３ x ＝－４ または x ＝３

x ＝－４，３

【ポイント】

( x ＋１ )と ( x －３ )をかけて０になるということは，x ＋１

あるいは，x －３のどちらかが０になるということだね。

(3) x ２＋６ x ＝０ (4) x ２－１１ x ＝－２８

x ( x ＋６ )＝０ x ２－１１ x ＋２８ ＝０

x ＝０，－６ ( x －４ ) ( x －７ ) ＝０

x ＝４，７

【ポイント】 【ポイント】

x ２と６ x の共通因数である x をとり出 移項を使って右辺を０にしてから，左辺の

すと，x と x ＋６の積の形になるので， 因数分解をすることが解き方の手順だね。

x ＝０ または x ＋６＝０となるね。

(5) x ２－１０ x ＋２５＝０ (6) ３ x ２ ＝ ４ x

( x －５ )２＝０ ３ x ２ －４ x ＝ ０

x ＝５ x (３ x －４) ＝ ０
４

x ＝ ０，

【ポイント】
３

( x － m )２＝０の形にできる方程式の解 【ポイント】

は，x ＝ m の１つだけだね。 x と３ x －４の積が０ということは，

x ＝０ または ３ x －４＝０

だから解は，x ＝０，
４ となるね。
３

１ １
(7) x ２＋ x ＋ ＝０ (8) x ( x ＋４ )＝５

２ １６
x ２＋４ x －５＝０

x ＋
１ ２

＝ ０
( x －１ ) ( x ＋５ )＝０

４ x ＝１，－５

x ＝－
１

４

【ポイント】 【ポイント】

x ２＋
１

x＋
１

＝ x ２＋２×
１

x ＋
１ ２

と考えると，
まずは，a x ２＋ b x － c ＝０の形に

２ １６ ４ ４ することが，大切だね。

公式 a ２＋２ a b ＋ b ２＝(a ＋ b)２を使って，

x ＋
１ ２

と因数分解できるね。
４

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ３ 二次方程式

４１

４ ９－８

b ２－４ a c

２５

２５ ４４

１１

１１

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

１

二次方程式の解の公式

二次方程式 ax ２＋ bx ＋ c ＝０の解は， x ＝
－ b ±

２ a

(1) ２ x ２＋７ x ＋１＝０ (2) x ２＋５ x －３＝０

x ＝
－７± x ＝ －５±

２×２ ２×１

＝
－７±

＝
－５±

４ ２

＝
－７±

＝
－５±

４ ２

(3) ３ x ２－７ x ＋２＝０ (4) ２ x ２－６ x －１＝０

x ＝
－(－７)±

x ＝
－(－６)±

２×３ ２×２

＝
７± 【ポイント】

＝ ６± 【ポイント】

６ ＝５だから， ４ の部分が，

＝ ７±５ このような場合は，
＝ ６±２ ○ の 形 に で

６ たしたとき (７＋５)と， ４ き る と き は 変 形

＝２， １ ひいたとき (７－５)の ＝ ３± し，約分できると

３ それぞれを計算して ２ きは約分を忘れな

２つの解を求めよう。 いようにしよう。

２

(1) x ２＋ x ＝４ x ＋１８ (2) x ( x ＋７ ) ＝ x －９

x ２＋ x －４ x －１８ ＝０ x ２＋７ x － x ＋９ ＝０

x ２－３ x －１８ ＝０ x ２＋６ x ＋９ ＝０

( x ＋３ ) ( x －６ ) ＝０ ( x ＋３ )２ ＝０

x ＝－３，６ x ＝－３

【ポイント】

まずは，a x ２＋ b x － c ＝０の形に変形し，その後左辺の式が因数分解できるようで

あれば，因数分解を用いて解いた方がいいね。

(3) ２ x ２－１６ x ＋２４ ＝０ (4) ( x ＋２ ) ( x ＋４ ) ＝ ６( x ＋２ )

x ２－８ x ＋１２ ＝０ x ２＋６ x ＋８ ＝ ６ x ＋１２

( x －２ ) ( x －６） ＝０ x ２＋６ x －６ x ＋８－１２ ＝ ０

x ＝２，６ x ２－４ ＝ ０

x ２ ＝ ４

x ＝ ±２

【ポイント】 【ポイント】

各項が共通の数や文字でわれるときは ( x ＋２ ) ( x －２ )＝０だから，x ＝２，－２

(この場合は２)，わった方がいいね。 と解くこともできるね。

５ ２－４ × １ × (－３ )

２５＋１２

３７

(－７ )２－４ × ３ × ２ (－６ )２－４ × ２ × (－１ )

□

７ ２－４ × ２ × １

３

２

１

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ３ 二次方程式

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ イとウ

【ポイント】

考え方は，次の２つがあるよ。

考え方① それぞれの方程式の左辺に，解の１つである x ＝－３を代入して，右辺の値

に等しくなるものを見つける。

ア x ２＋３ ＝０ イ x ２＋３ x ＝０ ウ x ２－４ x －２１＝０ エ ( x ＋３ )２＝９

(－３)２＋３ (－３ )２＋３×(－３) (－３)２－４×(－３)－２１ (－３＋３)２

＝９＋３ ＝９－９ ＝９＋１２－２１ ＝０ ２

＝１２ ＝０ ＝０ ＝０

となり，右辺の値に等しくなるイとウが答えとなるね。

考え方② それぞれの二次方程式を解く。

アの解は， x ＝± ，イは，x ＝０，－３ ，ウは， x ＝７，－３ ，エは，x ＝０，－６

だから，解の１つが－３になっているイとウが答えとなるね。

２ a の値は７，他の解は－９

【ポイント】 ２ ２＋ a ×２－１８ ＝０

まず，解の１つである x ＝２を与えられた ４＋２ a －１８ ＝０

二次方程式に代入しよう。そうすれば，a ２ a ＝１４

についての一次方程式になるので，それを a ＝７

解くと a の値を求めることができるね。 a ＝７をもとの二次方程式に代入して，

その後，求めた a の値をもとの式に代入し x ２＋７ x －１８ ＝０

て，二次方程式を解くと，他の解も求める ( x －２ ) ( x ＋９ ) ＝０

ことができるね。 x ＝２，－９

計算の過程は，右のようになるよ。 だから，他の解は－９

【ポイント】

x の２乗より，x の２倍の方が８０小さいということ

３ x ２－２ x ＝８０ から，この方程式がつくれるね。

x ２－２ x －８０ ＝０

( x －１０) ( x ＋８ ) ＝０ 【ポイント】

x ＝１０，－８ 文章問題では，この問題のよう

x は自然数だから，－８は問題に合わない。 に，求めた方程式の解全てが，

x ＝１０とすると，１０ ２－１０×２＝８０となり 必ず問題の答えになるとは限り

問題に合う。 ません。だから，求めた解が，

(答え) １０ 答えとして合っているかどうか

を確認する必要があるね。

３

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

３ 二次方程式

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ３ 二次方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

周囲の長さが７０ｃｍで，縦の長さが横の長さより短くなるような長方形を，いろいろつくり

ます。次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) 長方形の縦の長さを x ｃｍとするとき，横の長さを x を使った式で表しなさい。

【解答】

ｃｍ

(2) 長方形の縦の長さと横の長さの比が２：３になるときの，縦の長さを求めなさい。

【解答】

ｃｍ

(3) 長方形の面積を３００ｃｍ ２ にするとき，縦と横の長さはそれぞれ何ｃｍになりますか。

縦の長さを x ｃｍとして方程式をつくり，答えを求めるまでの過程をすべて書きなさい。

【解答】

(答え)縦の長さ ｃｍ，横の長さ ｃｍ

第３学年 ３ 二次方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ３ 二次方程式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

次のような問題があります。

［問題］

縦の長さが１０ｍ，横の長さが１２ｍの長方形の形をした庭が

あります。この庭に右の図のように，縦と横に同じ幅の道を
はば

つくり，残った庭の面積がもとの長方形の面積の
２

になる
３

ようにしたいと思います。道幅を何ｍにすればよいですか。

この問題を解くために，太郎さんと花子さんは，道幅を x ｍとして，それぞれ違う考え方で

方程式をつくり，求めようとしています。次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 太郎さんは，右の図のように道を除いた４つの庭を合わせてできた長方形の面積に着目

して方程式をつくり，求めようと考えています。太郎さんの考えをもとに方程式をつくり，

答えを求めるまでの過程をすべて書きなさい。

【解答】

(答え) ｍ

(2) 花子さんは，道の面積に着目して，次のような方程式をつくりました。

１
１０ x ＋２０ x － x ２ ＝１０×１２×

３

上の式の に適する式を書きなさい。
【解答】

１０ｍ

１２ｍ

ｍ

ｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

３ 二次方程式

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ３ 二次方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

(1) ３５－ x (ｃｍ)

【ポイント】

長方形には，縦と横の辺がそれぞれ２つずつ

あるので，４つの辺の長さの合計が７０ｃｍと

いえるね。だから，縦と横の辺を１つずつた

した長さは，７０ｃｍの半分の３５ｃｍとなり，

縦の長さを x ｃｍとすれば，横の長さは，

３５－ x (ｃｍ)と表せるね。

(2) １４ｃｍ

【ポイント】

次のような２つの求め方が考えられるね。

(求め方①) (求め方②)

(1)より，長方形の縦の長さを x ｃｍと 縦と横の辺を１つずつたした長さ

すれば横の長さは３５－ x (ｃｍ)と表せ， は３５ｃｍであり，縦と横の長さの

その長さの比が２：３だから， 比が２：３であるから，縦の長さ

は，３５ｃｍの
２

になるね。
x：３５－ x ＝２：３ ５

３ x ＝２ ( ３５－ x )
よって，３５×

２
＝１４

３ x ＝７０－２ x ５

３ x ＋２ x ＝７０

５ x ＝７０

x ＝１４

比例式の性質 a：b ＝ c：d ならば，a d ＝ b c より

(3) (1)より，長方形の縦の長さを x ｃｍとすれば横の

長さは３５－ x (ｃｍ)と表せ，長方形の面積が３００ｃｍ ２

だから， 【ポイント】

x ( ３５－ x ) ＝ ３００ 文章問題では，この問題のよう

３５ x － x ２ ＝ ３００ に，求めた方程式の解すべてが，

－ x ２＋３５ x －３００ ＝ ０ 必ず問題の答えになるとは限り

x ２－３５ x ＋３００ ＝ ０ ません。だから，求めた解が，

( x －１５ ) ( x －２０ ) ＝ ０ 答えとして合っているかどうか

x ＝ １５，２０ を確認する必要があるね。

x ＝１５のとき，

縦の長さは１５ｃｍ，横の長さは３５－１５＝２０(ｃｍ)となり，問題に合う。

x ＝２０のとき，

縦の長さは２０ｃｍ，横の長さは３５－２０＝１５(ｃｍ)となり，縦の長さが

横の長さより長くなるので，問題に合わない。

(答え) 縦の長さ１５ｃｍ，横の長さ２０ｃｍ

x ｃｍ

３５－x ｃｍ

２

５

３５ｃｍ

３

第３学年 ３ 二次方程式
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ３ 二次方程式

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

(1) 道を除いた４つの庭を合わせてできる長方形

の縦の長さは１０－ x ｍ，横の長さは１２－ x ｍと 【ポイント】

表せるから， ４つの庭を合わせた長方形について

(１０－ x)(１２－ x)＝１０×１２×
２ は，もとの長方形より x ｍだけ，縦

３ と横の長さがそれぞれ短くなるね。

１２０－１０ x －１２ x ＋ x ２ ＝８０

x ２－２２ x ＋１２０－８０ ＝０

x ２－２２ x ＋４０ ＝０

( x －２)( x －２０) ＝０

x ＝２，２０

x ＝２０とすると，道幅が長方形の縦と横の長

さより大きくなるので，問題に合わない。

x ＝２とすると，４つの庭を合わせてできる

長方形の縦の長さは１０－２＝８ (ｍ)，横の長さ

は１２－２＝１０ (ｍ )となり，その面積は，８０ｍ ２

となるので，問題に合う。

(答え) ２ｍ

(2) (解答例１) 【ポイント】

１０ x ＋２０ x － x ２ 方程式の右辺は道の面積を表しているので，左辺は，

x を使って道の面積を表す式を書けばいいね。

(解答例２)

１０×１２－(１０－ x)(１２－ x) [解答例１についての説明]

縦の道の面積は１０ x (ｍ ２)，

横の道の面積は１２ x (ｍ ２)

重なっている道の部分の面

積は x ２(ｍ ２)，

よって，道の面積は x を

使って，１０ x ＋２０ x － x ２

と表せるね。

[解答例２についての説明]

最初の長方形の面積から，道を除いた４つの庭を合

わせた長方形の面積を引けば，道の面積を表すこと

ができるね。

１０ｍ

１２ｍ

x ｍ

x ｍ

１０－x ｍ

１２－x ｍ

x ｍ

x ｍ１０ｍ

１２ｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

４ 関数 y ＝ a x2

[知識・技能の習得を図る問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 右の図は，高い所からボールを自然に落としたときのようすを，

１秒ごとに記録したものです。下の表は，ボールが落ち始めてか

らの x 秒間にボールが落ちた距離を y ｍとして，その関係を表に

表したものです。次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

０ｍ

x ０ １ ２ ３ ･････

y ０ ５ ２０ ４５ ･････
５ｍ

(1) x の値が２倍，３倍になると，y の値はそれぞれ何倍になりますか。
２０ｍ

【解答】

(2) y を x の式で表しなさい。

【解答】

４５ｍ

(3) ボールが落ちた距離が１８０ｍになるのは，ボールが落ち始めてから

何秒後ですか。

【解答】

２ 次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) y は x の２乗に比例し，x ＝３のとき，y ＝１８である。

x，y の関係を式に表しなさい。

【解答】

(2) 関数 y ＝ a x ２で，x ＝２のとき，y ＝－１２である。

x，y の関係を式に表しなさい。

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2

x

・・・

５

１５

－５ Ｏ

１０

５

x
Ｏ

－５

－３ ３

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 関数 y ＝２ x ２について，次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) 下の表を完成させなさい。

x ･･･ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ･･･

y ･･･ ･･･

(2) (1)の表をもとにして，y ＝２ x ２のグラフを右の図に

かきなさい。

(3) 関数 y ＝２ x ２のグラフについて，次のようにまとめ

ました。下のアとイの にあてはまることばを書き

なさい。

関数 y ＝２ x ２のグラフは， ア を対称の軸とし

て線対称である。また，このグラフは原点を通り，x 軸

の イ 側にある。

【解答】

ア イ

１
２ 関数 y ＝－ x ２

について，次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。
２

(1) 下の表を完成させなさい。

x －３ －２ －１ ０ １ ２ ３

y

(2) (1)の表をもとにして，y ＝－ x ２
のグラフを右の

図にかきなさい。

(3) 関数 y ＝－ x ２
のグラフについて，次のようにま

とめました。下のアとイの にあてはまることば

を書きなさい。

関数 y ＝－ x ２
のグラフは放物線で，その軸は ア ，頂点は イ である。

【解答】

ア イ

y

y

・・・

・・・

・・・

１
２

１
２

１
２

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ 次のアからエの関数について，次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

ア y ＝２ x ２ イ y ＝２ x ウ y ＝－２ x ２ エ y ＝－２ x

(1) グラフが原点を通るものをすべて選んで，その記号を書
【解答】きなさい。

(2) x がどんな値をとっても，y ≦０であるものを１つ選んで，

【解答】その記号を書きなさい。

(3) x ≦０の範囲では，x の値が増加するにつれて y の値も増

【解答】加するものをすべて選んで，その記号を書きなさい。x

(4) x ≧０の範囲では， x の値が増加するにつれて y の値も増

【解答】加するものをすべて選んで，その記号を書きなさい。x

１
２ 関数 y ＝ x ２ について，次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

２

(1) x の変域が－２≦ x ≦４のときのグラフを右の図にかき

さい。

(2) x の変域が－２≦ x ≦４のときの y の変域を求めなさい。

【解答】

≦ y ≦

(3) x の変域が２≦ x ≦４のときの y の変域を求めなさい。

【解答】

≦ y ≦

Ｏ ４２

８

x

４

６

２

－２－４

y

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 関数 y ＝３ x ２ について，次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) x の値が，１から３まで増加するときの y の増加量を求めなさい。

【解答】

(2) x の値が，１から３まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

【解答】

(3) x の値が，－３から－１まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

【解答】

２ 関数 y ＝－２ x ２ について，次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) x の値が，２から５まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

【解答】

(2) x の値が，－５から－３まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

【解答】

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

４ 関数 y ＝ a x 2

［知識・技能の習得を図る問題］

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

(1) ４倍，９倍になる。

【ポイント】

x ０ １ ２ ３

y ０ ５ ２０ ４５

表の値を見てみると，x の値を２倍，３倍すると，

y の値は４倍，９倍になっているね。

(2) y ＝５ x ２

【ポイント】

(1)より，y は x の２乗に比例していることが分かるね。

x
２
の値を５倍すると y の値になっているので，比例定数は５だね。

よって，求める式は y ＝５ x ２ になるね。

(3) ６秒後

【ポイント】

(2)より，x と y との関係を表す式は，y ＝５ x ２ だから，

これに，y ＝１８０ を代入すると，

a １８０ ＝５ x ２

５ x ２ ＝１８０

a x ２ ＝３６

x ＝±６

x ≧０ だから， x ＝６になるね。

２

(1) y ＝２ x ２

【ポイント】

比例定数を a とすると，求める式は y ＝ a x ２ と表せるね。

これに，x ＝３，y ＝１８ を代入して， a の値を求めるといいよ。

１８ ＝ a ×３ ２

９ a ＝ １８

a ＝ ２ よって，y ＝２ x ２ になるね。

(2) y ＝－３ x ２

【ポイント】

y ＝ a x ２ に x ＝２，y ＝－１２を代入して，比例定数 a の値を求める

といいよ。

－１２ ＝ a × ２ ２

４ a ＝－１２

a ＝－３ よって，y ＝－３ x ２ になるね。

２倍

３倍

９倍

４倍

第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2

１
２

１

２

１

２

９

２

９

２

・・・

・・・

・・・

・・・

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

(1) x －３ －２ －１ ０ １ ２ ３

y x １８ ８ ２ ０ ２ ８ x １８

【ポイント】

(2) y ＝２ x ２ に，x ＝－３，－２，－１，０，１，２，３を順

に代入して，y の値を求めるといいね。例えば，x ＝－３

を代入すると，y ＝２×(－３)２ ＝２×９＝１８になるね。

【ポイント】

(1)の表をもとにして， x，y の値の組を座標とする点を

y とっていけばいいね。関数 y ＝２ x ２のように y 軸を対称

の軸として限りなく伸びた曲線を，放物線ということも

知っておこうね。

(3) ア y 軸 イ 上

２

(1)

x ･･･ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ･･･

y ･･･ － －２ － ０ － －２ － ･･･

(－４.５) (－０.５) (－０.５) (－４.５)

(2)

【ポイント】

y ＝－ x ２ に，x ＝－３，－２，－１，０，１，２，３を順に

代入して，y の値を求めたらいいね。例えば，x ＝－３を代入

すると，y ＝－ ×(－３)
２
＝－ になるね。

【ポイント】

(1)の表をもとにして，x，y の値の組を座標とする点をとり，

グラフをかけばいいね。

(3) ア y 軸 イ 原点

９
２

１
２

－５ ５

５

１０

１５

Ｏ
x

y

x

y

－５

Ｏ ３－３

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

１

ア y ＝２ x ２ イ y ＝２ x ウ y ＝－２ x ２ エ y ＝－２ x

(1) ア，イ，ウ，エ 【ポイント】

y ＝ a x のグラフと関数 y ＝ a x ２のグラフは，a が０以外のどん

な値でも，原点を通るね。

(2) ウ 【ポイント】

アは，x がどんな値をとっても，y ≧０になるね。イは x ≧０の

範囲で，エは x ≦０の範囲で，それぞれ y ≧０になるね。ウは，

x がどんな値をとっても，y ≦０になるね。

(3) イ，ウ 【ポイント】

x の値が増加するとき，次のことがいえる。

アは，x ≦０の範囲で y の値は減少し，x ≧０の範囲で増加する。

イは，常に y の値は増加する。
(4) ア，イ ウは，x ≦０の範囲で y の値は増加し，x ≧０の範囲で減少する。

エは，常に y の値は減少する。

２

(1)

【ポイント】

y ＝ x ２ のグラフの－２≦ x ≦４の部分は実線でかき，

それ以外の部分は破線でかくか，あるいはかかなくても

いいよ。

【ポイント】

(1)のグラフより，－２≦ x ≦０では，y の値は２から０

(2) ０≦ y ≦８ まで減少し，０≦ x ≦４では，y の値は０から８まで増加

するから，y の変域は０≦ y ≦８になるね。

(3) ２≦ y ≦８ 【ポイント】

(1)のグラフより，２≦ x ≦４では，y の値は２から８まで

増加するから，y の変域は２≦ y ≦８になるね。

１

２

x

x

x

x

x

y y y y

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ－２－４ ２

２

４

６

８

４

y

第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題④

１

(1) ２４

【ポイント】

関数 y ＝３ x ２ について，

x ＝１のとき，y ＝３×１
２

＝３

x ＝３のとき，y ＝３×３
２

＝２７

よって，x が１から３まで増加するときの y の増加量は，３から２７まで

増加するから，y の増加量は，２７－３＝２４になるね。

(2) １２

【ポイント】

関数 y ＝３ x ２ について，

x ＝１のとき，y ＝３×１
２

＝３

x ＝３のとき，y ＝３×３
２

＝２７

よって，x が１から３まで増加するときの変化の割合は，

y の増加量 ２７－３ ２４

x の増加量
＝

x ３ x－１
＝

x ２
＝１２になるね。

(3) －１２

【ポイント】

関数 y ＝３ x ２ について，

x ＝－３のとき，y ＝３×－３
２

＝２７

x ＝－１のとき，y ＝３×－１
２

＝３

よって，x が－３から－１まで増加するときの変化の割合は，

y の増加量 ３－２７ －２４

x の増加量
＝

－１－(－３)
＝

２
＝－１２になるね。

２

(1) －１４

【ポイント】

関数 y ＝－２ x ２ について，

x ＝２のとき，y ＝－２×２
２

＝－８

x ＝５のとき，y ＝－２×５
２

＝－５０

よって，x が２から５まで増加するときの変化の割合は，

y の増加量 －５０－(－８) －４２

x の増加量
＝

５－２
＝

x３
＝－１４になるね。

(2) １６

【ポイント】

関数 y ＝－２ x ２ について，

x ＝－５のとき，y ＝－２×(－５)
２

＝－５０

x ＝－３のとき，y ＝－２×(－３)
２

＝－１８

よって，x が－５から－３まで増加するときの変化の割合は，

y の増加量 －１８－(－５０) ３２

x の増加量
＝

－３－(－５)
＝

２
＝１６ になるね。

第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

４ 関数 y ＝ a x 2

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 右の図のように，縦が９ｃｍ，横が１８ｃｍの長方形

ＡＢＣＤがあります。点ＰはＡＢ上を毎秒２ｃｍの速さ

でＡからＢまで動き，点ＱはＡＤ上を毎秒１ｃｍの速

さでＡからＤまで動きます。このとき，２点Ｐ，Ｑ

が同時にＡを出発してから x 秒後の△ＡＰＱの面積を

y ｃｍ
２
とするとき，次の(1)から(4)までの各問いに

答えなさい。

(1) 点Ｐが辺ＡＢ上にあるとき，x 秒後のＡＰの長さを x を

使って表しなさい。

【解答】

ｃｍ

(2) y を x の式で表しなさい。また，x の変域も書きなさい。

【解答】

式 x の変域 ( ≦ x ≦ )

(3) y の変域を書きなさい。

【解答】

(4) △ＡＰＱと四角形ＰＢＤＱの面積の比が，４：５になる

のは，２点Ｐ，Ｑが点Ａを出発してから何秒後ですか。

答えを求めるまでの過程をすべて書きなさい。

【解答】

ｃｍ
２y

Ｑ・

Ａ

ＣＤ

ＢＰ
・

・

１８ｃｍ

９ｃｍ

Ｑ

Ａ

ＣＤ

Ｂ
Ｐ

１８ｃｍ

９ｃｍ

第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2

数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

坂の途中で，かりんさんが静止した状態のボールを手か ② ①

ら離したら，ボールは坂道を転がりはじめました。また，

かりんさんがボールを手から離すと同時に，まさしさんは

ボールが転がる同じ方向へ歩き出しました。右の①と②の

グラフは，それぞれ次のことを表しています。

①：ボールが転がりはじめてからの x 秒間に，ボールが

進んだ距離を y ｍとしたときの x と y の関係。

②：まさしさんが歩き出してからの x 秒間に，まさしさ

んが進んだ距離を y ｍとしたときの x と y の関係。

このとき，次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) ①のグラフは，原点を頂点とする放物線になっていることから，y ＝ a x ２ の関係が成

り立つことが分かります。①のグラフについて，x と y の関係を表す式を求めなさい。

【解答】

y ＝

(2) ②のグラフについて，x と y の関係を表す式を求めなさい。

【解答】

y ＝

(3) ボールが転がりはじめてからの３秒間では，ボールとまさしさんでは，どちらが長い距

離を進んでいますか。それぞれ進んだ距離を求めてどちらが何ｍ長いか説明しなさい。

【解答】

(4) ボールが転がりはじめてから，何秒後にボールはまさしさんに追いつきますか。

【解答】

秒後

２

６

８

Ｏ
x

y

（秒）

（ｍ）

２

６

８

Ｏ
x

y

（秒）

（ｍ）

３ ４

４

２

６

８

Ｏ
x

y

（秒）

（ｍ）

３ ４

４

２

６

８

Ｏ
x

y

（秒）

（ｍ）

２ ３ ４

４

２

６

８

Ｏ
x

y

（秒）

（ｍ）

２ ３ ４

４

２

６

８

Ｏ
x

y

（秒）

（ｍ）

１ ２ ３ ４

４

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

関数 y ＝ x ２のグラフ上に，x 座標がそれぞれ－１，

２となる点Ａ，Ｂをとります。２点Ａ，Ｂを通る直 y ＝ x ２

線をかき，この直線と y 軸，x 軸との交点をそれぞれ

Ｃ，Ｄとします。このとき，次の(1)から(3)までの

各問いに答えなさい。

(1) 点Ａの座標を求めなさい。

【解答】

Ａ( ， )

(2) ２点Ａ，Ｂを通る直線の式を求めなさい。

【解答】

y ＝

(3) △ＡＯＢの面積を求めなさい。また，答えを求めるまでの過程をすべて書きなさい。

【解答】

Ａ

Ｄ Ｏ

Ｃ

Ｂ

x

y

第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

４ 関数 y ＝ a x 2

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

(1) ２ x ｃｍ 【ポイント】

点Ｐは辺ＡＢ上を１時間に２ｃｍの速さでＡからＢまで動くことから，

x 秒間では２ x ｃｍ進むことになるね。

(2) 式 y ＝ x ２ ， x の変域 (０≦ x ≦９)

【ポイント】

Ａを出発してから x 秒後の△ＡＰＱの面積 y を x の式で表すには，まず

Ａを出発してから x 秒後のＡＰ，ＡＱの長さを x で表わすといいね。

ＡＰ＝２ x ｃｍ

また，点Ｑは辺ＡＤ上を１秒間に１ｃｍの速さでＡからＤまで動くから，

ＡＱ＝ x ｃｍ

よって，△ＡＰＱの面積 y は，

y ＝ ×ＡＰ×ＡＱ

y ＝ ×２ x × x

２ x ｃｍ
y ＝ x ２

点Ｐは，辺ＡＢ上をＡからＢまで動くのに，１８÷２＝９(秒)かかる。

点Ｑも，辺ＡＤ上をＡからＤまで動くのに，９÷１＝９(秒)かかる。

よって，x の変域は，０≦ x ≦９になるね。

(3) ０≦ y ≦８１

【ポイント】

(2)より，x の変域は０≦ x ≦９だから，y の値は，

x ＝０のとき最小で y ＝０，x ＝９のとき最大で y ＝８１となる。

よって，y の変域は，０≦ y ≦８１となるね。

(4) △ＡＰＱと四角形ＰＢＤＱの面積の比が４：５

になるとき，△ＡＰＱの△ＡＢＤの面積の比は， 【ポイント】

４：９になる。△ＡＢＤの面積は８１ｃｍ ２だから， (2)より，x と y については，y ＝ x ２

△ＡＰＱ＝８１× ＝３６ (ｃｍ ２)
の関係が成り立つことが分かってい

る。△ＡＰＱの面積，つまり，y の値

y ＝ x ２ に，y ＝３６を代入して， が分かれば，y ＝ x ２に代入すること

３６＝ x ２ で，求められるね。

x ２＝３６

x ≧０より，x ＝６ (答え) ６秒後

y
２

ｃｍ

１
２

１
２

Ｑ

Ｐ

１８ｃｍ

９ｃｍ
x ｃｍ

Ａ Ｂ

ＣＤ

４

９

第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

(1) y ＝ x ２

【ポイント】

x と y との間には，y ＝ a x ２の関係が成り立つから，グラフ上の座標

( x，y )＝(２，２)または(４，８)のどちらかを y ＝ a x ２
に代入すれ

ば，a の値が求められるね。x ＝２，y ＝２を代入したとすると，

２ ＝ a ×２
２

４ a ＝２

a ＝ よって，求める式は，y ＝ x ２
になるね。

(2) y ＝２ x

【ポイント】

まさしさんは毎秒２ｍの速さで進むので， x 秒間では,２ x ｍ進むこと

になるね。よって，求める式は，y ＝２ x になるね。

(3) ボールが３秒間に進んだ距離は,

【ポイント】
y ＝ ×３

２
＝ ＝４.５(ｍ) になる。

(1)，(2)より，ボールとまさしさん

また，まさしさんが３秒間に進んだ距離は, がそれぞれ進んだ時間と距離の関係

y ＝２×３＝６(ｍ) になる。
については，式が分かっているね。

だから，x ＝３を式に代入してそれ
６－４.５＝１.５(ｍ)

ぞれ進んだ距離を求めて，比較をす
だから，まさしさんの方が，ボールよりも ればいいね。
１.５ｍ長い距離を進んでいる。

(4) ４秒後

【ポイント】

ボールがまさしさんに追いつく時間は,グラフの放物線

y ＝ x ２ と直線 y ＝２ x が重なる点の x 座標を見れば

４秒後に追いつくことが分かるね。

また，y＝ x ２と y ＝２ x を，連立方程式とみて解いて

求めることもできるね。連立方程式を解くと，x ＝０,４

になるけれど，x ＝０のときは，ボールとまさしさんが

進みはじめたときだから，問題の答えにはあてはまらな

いね。よって，４秒後になるね。

１
２

１
２

１
２

１
２

１
２

１
２

９
２

１ ２ ３ ４

４

６

８

２

Ｏ

x

y
（ｍ）

（秒）

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ４ 関数 y ＝ a x 2

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

(1) Ａ(－１，１) 【ポイント】

関数 y ＝ x ２
に x ＝－１を代入すると，y ＝(－１)

２

＝１

よって，点Ａの座標は(－１，１)になるね。

(2) y ＝ x ＋２ 【ポイント】

２点Ａ，Ｂを通る直線の式を y ＝ a x ＋ b とすると，

点Ａ(－１，１)を通るから，１＝－ a ＋ b････････①

点Ｂ(２，４)を通るから， ４＝２ a ＋ b ････････②

①，②を連立方程式として解くと，①－②より，３ a ＝３

だから a ＝１になるね。あとは，a ＝１を②に代入して，

４＝２×１＋ b だから b ＝２になるね。よって，２点Ａ，

Ｂを通る直線の式は，y ＝ x ＋２になるね。

(3) (解答例①)

△ＡＯＢの面積は，△ＡＯＣの面積と△ＢＯＣの面積の y ＝ x ２

和である。

△ＡＯＣは,底辺ＣＯ＝２,高さＡＨ＝１の三角形と考

えることができるので，

△ＡＯＣ＝ ×２×１＝１

また,△ＢＯＣは,底辺ＣＯ＝２,高さＢＧ＝２の三角形

と考えることができるので，

△ＢＯＣ＝ ×２×２ ＝２

だから,△ＡＯＢの面積は，１＋２＝３

(解答例②)

△ＡＯＢの面積は，△ＢＯＤの面積から△ＡＯＤの面積 y ＝ x ２

をひくことで求められる。

直線ＡＢの式 y ＝ x ＋２に y ＝０を代入すると，x ＝－２

となるので，Ｄの座標は(－２，０)となり，ＯＤ＝２

△ＢＯＤと△ＡＯＤの底辺をともにＯＤと考えると，

△ＢＯＤ＝ ×２×４＝４

△ＡＯＤ＝ ×２×１＝１

だから,△ＡＯＢの面積は，４－１＝３

１
２

１
２

１
２

y

x

Ａ

Ｂ

Ｏ

Ｃ

Ｄ －１

２

２

Ｈ

４

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｂ

２

４

y

Ｏ

１
２

x
－２

２

１

－１

Ｇ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

Ｄ 円の性質

[知識・技能の習得を図る問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 Ｄ 円の性質
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 Ｄ 円の性質

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 次の文で，アからエにあてはまることばを答えなさい。

右の図の円Ｏにおいて，ＡＢを除いた円周上の２点をＰ，Ｑ

とするとき，∠ＡＰＢをＡＢに対する といい，

∠ＡＯＢをＡＢに対する という。このとき，ＡＢに対

する の大きさは，そのＡＢに対する の

大きさの半分である。また，ＡＢを，円周角∠ＡＰＢに対する

といい，同じＡＢに対する円周角∠ＡＰＢと∠ＡＱＢの大きさは 。

【解答】

ア イ ウ エ

１
２ 右の図において，∠ＡＰＢ＝ ∠ＡＯＢが成り立つことを次の

２

ように証明します。アからエにあてはまるものを答えなさい。

(証明)

点Ｐを通る直径ＰＯＫをひく。

△ＯＰＡはＯＰ＝ＯＡの二等辺三角形だから，∠ ＝∠ＯＡＰ

で，∠ＡＯＫ＝∠ ＋∠ＯＡＰだから，

∠ＡＯＫ＝２∠ ････････････①

△ＯＰＢはＯＰ＝ＯＢの二等辺三角形だから，∠ ＝∠ＯＢＰ 【解答】

で，∠ＢＯＫ＝∠ ＋∠ＯＢＰだから，
ア

∠ＢＯＫ＝２∠ ････････････②
イ

∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＫ＋∠ なので，

①，②から，∠ＡＯＢ＝２(∠ ＋∠ )
ウ

＝２∠

１
したがって，∠ ＝ ∠ＡＯＢ

エ

２

ア

ア

イ

イ

ウ エ

ア

ア

ア

イ

イ

イ

ウ

ア イ

エ

エ

Ａ Ｂ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ａ Ｂ

Ｐ

Ｏ

Ｋ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 Ｄ 円の性質

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 次の(1)から(3)の図で，∠ x，∠ y，∠ z，∠ w の大きさを求めなさい。

(1) (2) (3)

【解答】 【解答】 【解答】

∠ x ＝ ∠ y ＝ ∠ z ＝ ，∠ w ＝

２ 下の図のように，円の直径ＡＯＢをひいたとき，半円の弧ＡＢに対する円周角∠ＡＰＢの

大きさが９０゜になる理由を説明しなさい。

【解答】

３ 次の(1)から(3)の図で，∠ x，∠ y，∠ z の大きさを求めなさい。

(1) (2) (3)

Ｏ

【解答】 【解答】 【解答】

∠ x ＝ ∠ y ＝ ∠ z ＝

Ｐ

Ｏ

Ａ

Ｂ１２０°

x

Ａ Ｂ

Ｐ

Ｏ

Ａ

Ｂ

４５°y

Ｏ
Ｐ

Ａ Ｂ

Ｐ

Ｏ

x ４２°
Ａ

Ｂ

Ｐ

Ｏy

３８°

Ａ Ｃ
Ｏ

Ｐ

Ｂ

７２°

z

Ａ

Ｂ

z

３０°

４０° Ｃ

Ｄ

w

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 Ｄ 円の性質

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ 次の(1)から(3)の図で，∠ x，∠ y，∠ z，∠ w の大きさを求めなさい。

(1) (2) (3)

【解答】 【解答】 【解答】

∠ x ＝ ∠ y ＝ ，∠ z ＝ ∠ w ＝

２ 次の(1)から(3)の図で，∠ x，∠ y の大きさと， z の長さを求めなさい。

(1) (2) (3)

【解答】 【解答】 【解答】

∠ x ＝ ∠ y ＝ z ＝ ｃｍ

３ 次のアからエの図で，４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄが同じ円周上にあるものはどれですか。すべて

選び，記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

【解答】

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｃ

Ｃ Ｃ

１５０°

x

y

５５°

z

５０°

y

z
５ｃｍ

２６°
２６°

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ６０°

６０°

Ａ

Ｂ

Ｏ

Ｐ

Ｃ
w

３２°

５３°

Ａ

Ｂ

Ｐ

Ｃ

Ｄ

Ｑ

２３°
x

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

３５°

６５°

７５° Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

３５°２５°

３０°

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

Ｄ 円の性質

［知識・技能の習得を図る問題］

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 Ｄ 円の性質
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

ア 円周角 イ 中心角 ウ 弧 エ 等しい

【ポイント】

円周角の定理に関する問題だね。

●円周角の定理●

① １つの弧に対する円周角の大きさは，その

その弧に対する中心角の大きさの半分である。

② 同じ弧に対する円周角の大きさは等しい。

２

ア ＯＰＡ イ ＯＰＢ ウ ＢＯＫ エ ＡＰＢ

※ (∠)ＯＰＡを(∠)ＡＰＯと書くなど，同じ角を表していれば，正解とする。

【ポイント】

(証明)において，①と②を説明するために，次の２つの定理が使われているね。

・ 二等辺三角形の２つの底角は等しい。

・ 三角形の１つの外角は，そのとなりにない２つの内角の和に等しい。

(証明)

点Ｐを通る直径ＰＯＫを引く。

△ＯＰＡはＯＰ＝ＯＡの二等辺三角形だから，∠ ＝∠ＯＡＰ

で，∠ＡＯＫ＝∠ ＋∠ＯＡＰだから，

∠ＡＯＫ＝２∠ ････････････①

△ＯＰＢはＯＰ＝ＯＢの二等辺三角形だから，∠ ＝∠ＯＢＰ

で，∠ＢＯＫ＝∠ ＋∠ＯＢＰだから，

∠ＢＯＫ＝２∠ ････････････②

∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＫ＋∠ なので，

①，②から，∠ＡＯＢ＝２(∠ ＋∠ )

＝２∠

１
したがって，∠ ＝ ∠ＡＯＢ

２

ＯＰＡ

ＯＰＢ

ＢＯＫ

ＡＰＢ

ＯＰＡ

ＯＰＡ

ＯＰＢ

ＯＰＢ

ＯＰＢＯＰＡ

ＡＰＢ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｋ

Ｋ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

第３学年 Ｄ 円の性質
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

(1) ∠ x ＝６０° (2) ∠ y ＝９０° (3) ∠ z ＝３０°，∠ w ＝４０°

【ポイント】 【ポイント】 【ポイント】

円周角の定理より， 円周角の定理より， 円周角の定理より，ＣＤ対する円

∠ＡＰＢは∠ＡＯＢ ∠ＡＯＢは∠ＡＰＢの 周角で∠Ａと∠Ｂは等しく，ＡＢ

半分の大きさだね。 ２倍の大きさだね。 に対する円周角で∠Ｃと∠Ｄは等

しくなるね。

２

半円の弧ＡＢに対する中心角

∠ＡＯＢは，１８０
○

である。 【ポイント】

円周角の定理により，∠ＡＰＢは， ∠ＡＯＢは，１８０°

∠ＡＯＢの半分の大きさだから， だね。

９０
○

になる。

１８０°

３

(1) ∠ x ＝ ４８° (2) ∠ y ＝ ５２° (3) ∠ z ＝ １８°

【ポイント】 【ポイント】 【ポイント】

∠ＡＰＢ＝９０
○

より ∠ＰＡＢ＝９０° ∠ＡＰＣ＝９０°

∠ x ＝１８０
○

－(４２
○

＋９０
○

) △ＯＡＢは二等辺三角形 ∠ＰＣＡ＝１８０
○

－(７２
○

＋９０
○

)

＝４８
○

だから， ＝１８
○

∠ＯＡＢ＝∠ＯＢＡ＝３８° ＰＡに対する円周角より，

よって， ∠ＰＣＡ＝∠ＰＢＡだから，

∠ y ＝９０
○

－３８
○

∠ z ＝１８
○

＝５２
○

Ａ Ｂ

Ｐ

Ｏ

Ａ Ｂ

Ｐ

Ｏ

x ４２°

Ａ

Ｂ

Ｐ

Ｏ

３８°

３８°

y

１８°Ａ

Ｐ

Ｃ

Ｂ

Ｏ

７２°

z

第３学年 Ｄ 円の性質
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 Ｄ 円の性質

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

１

(1) ∠ x ＝１０５° (2) ∠ y ＝１１０°，∠ z ＝１２５° (3) ∠ w ＝８５°

【ポイント】 【ポイント】 【ポイント】

∠ x の大きさは， ∠ y の大きさは，５５
○

の２倍 ＡとＣを結ぶ。

３６０
○

－１５０
○

＝２１０
○

だから，１１０
○

になるね。 ＡＰに対する円周角で，

の半分だから， ∠ z の大きさは， ∠ＡＣＰ＝∠ＡＢＰ＝３２
○

１０５
○

になるね。 ３６０
○

－１１０
○

＝２５０
○

の半分だ ＡＢに対する円周角で，

から，１２５
○

になるね。 ∠ＡＣＢ＝∠ＡＰＢ＝５３
○

よって，∠ w の大きさは，

３２
○

＋５３
○

＝８５
○

になるね。

２

(1) ∠ x ＝２３° (2) ∠ y ＝２５° (3) z ＝５(ｃｍ)

【ポイント】

弧と円周角の性質を基に，考えるといいね。(2)の∠ y の大きさは，

ＡＢ＝ＢＣより，ＢＣに対する円周角の大きさと同じになるね。

●弧と円周角●

① １つの円で，等しい弧に対する円周角の大きさは等しい。

② １つの円で，等しい円周角に対する弧の長さは等しい。

３

ア，イ，エ

【ポイント】

円周角の定理の逆を基に考えるといいね。

アとイは，ともに∠Ａ＝∠Ｄだから， ●円周角の定理の逆●

同じ円周上にある。 ２点Ｃ，Ｐが直線ＡＢに

ウは，∠ＡＣＤ＝１８０
○

－(７５
○

＋６５
○

)＝４０
○

ついて同じ側にあるとき，

となり，∠ＡＢＤと∠ＡＣＤが等しくなら ∠ＡＰＢ＝∠ＡＣＢならば，

ないので，同じ円周上にない。 ４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｐは，

エは， 同じ円周上にある。

∠ＢＡＣ＝１８０
○

－(９０
○

＋３５
○

＋２５
○

)＝３０
○

となり，∠ＢＡＣ＝∠ＢＤＣとなるので，

同じ円周上にある。

Ｃ

Ａ Ｂ

Ｐ

３２°

５３°

５３°

３２°

Ａ

Ｂ

Ｏ

Ｐ

Ｃ

w

Ａ

Ｏ Ｂ

Ｐ

１５０°

２１０°

１０５°

x

Ａ

Ｂ

ＰＣ

Ｏ

５５°

１１０°

２５０°

１２５°

yｚ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

Ｄ 円の性質

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 Ｄ 円の性質
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

右の図の∠ＡＯＢの大きさの求め方について，太郎さんと花子

さんが考えています。次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 太郎さんは，次のように∠ＡＯＢの大きさを求めました。

にあてはまるものを書き入れなさい。

太郎さんの求め方

半径ＯＣをひく。

△ＯＡＣは，ＯＡ＝ の二等辺三角形だから，

∠ＯＡＣ＝ ＝２０
○

･･･････････①

△ＯＢＣは，ＯＢ＝ の二等辺三角形だから，

∠ＯＢＣ＝ ＝５８
○

･･･････････②

①，②より，∠ＡＣＢ＝
○

円周角の定理より∠ＡＯＢの大きさは，∠ＡＣＢの大

きさの２倍だから，∠ＡＯＢ＝
○

(2) 花子さんは，∠ＡＯＢの大きさを x
○

とし，△ＯＤＡと△ＣＤＢの内角の関係に着目して，

次のような方程式をつくり，求めようと考えました。

花子さんが考えた方程式

x ＋２０ ＝ x ＋５８

花子さんが考えた方程式が成り立つ理由について，説明しなさい。

【解答】

１

２

Ｏ

Ｂ

Ｃ

Ａ
２０°

５８°Ｄ

Ｏ

Ｂ

Ｃ

Ａ
２０°

５８°Ｄ

第３学年 Ｄ 円の性質
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 Ｄ 円の性質

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 右の図のように，各頂点が円Ｏの円周上にあってＡＢ＝ＡＣと

なる二等辺三角形ＡＢＣがあります。弦ＡＣについて点Ｂと反対

側のＡＣ上に点Ｐをとり，ＰＢ上にＣＰ＝ＢＱとなる点Ｑをとると

き，△ＡＱＰは二等辺三角形になります。このことについて，次

のように証明します。 にあてはまるものを書き入れ

なさい。

【解答】

証明 △ＡＢＱと△ＡＣＰで，

△ＡＢＣは二等辺三角形だから， ＝ ･･･ ････①

仮定より， ＝ ･･････････････････････････②

ＡＰに対する円周角より， ＝ ･････････････③

①，②，③より，

ので，

△ＡＢＱ≡△ＡＣＰ

よって， ＝ だから，

△ＡＱＰは二等辺三角形である。

２ 右の図のように，各頂点が円Ｏの円周上にある△ＡＢＣがあり

ます。△ＡＢＣの∠Ｂ，∠Ｃの二等分線をひき，円Ｏの円周との

交点をそれぞれＰ，Ｑとして，さらに，ＰＱとＡＢ，ＰＱとＡＣと

の交点をそれぞれＤ，Ｅとするとき，△ＡＤＥは，ＡＤ＝ＡＥの

二等辺三角形になることを証明しなさい。

【解答】

証明

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｑ

Ｏ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｑ Ｄ
Ｅ

Ｏ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

Ｄ 円の性質

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 Ｄ 円の性質
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

(1)

半径ＯＣをひく。

△ＯＡＣはＯＡ＝ の二等辺三角形だから，

∠ＯＡＣ＝ ＝２０
○

･･････････①

△ＯＢＣはＯＢ＝ の二等辺三角形だから，

∠ＯＢＣ＝ ＝５８
○

･･････････②

①，②より，∠ＡＣＢ＝
○

【ポイント】

円周角の定理より∠ＡＯＢの大きさは，∠ＡＣＢの ２辺が円の半径である三角形は

大きさの２倍だから，∠ＡＯＢ＝
○ 二等辺三角形になるから，２つ

の角(底角)が等しくなるね。

また，∠ＡＣＢ＝∠ＯＣＢ－∠ＯＣＡ

だから，∠ＡＣＢ＝３８ ○となるね。

(2) (解答例１)

円周角の定理より，∠ＡＣＢの大きさは，∠ＡＯＢの半分の

大きさだから，∠ＡＯＢ＝ x (
○

)とすれば，

∠ＡＣＢ＝ x (
○

)となる。

また，三角形の内角の和は１８０
○

であることより，

∠ＡＯＢ＋∠ＯＡＤ＋∠ＯＤＡ＝∠ＡＣＢ＋∠ＣＢＤ＋∠ＣＤＢ

よって，x ＋２０＋∠ＯＡＤ＝ x ＋５８＋∠ＣＤＢ

対頂角は等しいので，∠ＯＡＤ＝∠ＣＤＢだから，

x ＋２０ ＝ x ＋５８ が成り立つ。

(解答例２)

円周角の定理より，∠ＡＣＢの大きさは，∠ＡＯＢの半分の

大きさだから，∠ＡＯＢ＝ x (
○

)とすれば，

∠ＡＣＢ＝ x (
○

)となる。

∠ＯＤＣ(∠ＡＤＢ)は，△ＯＤＡの外角であり，△ＣＤＢの

外角でもあるので，∠ＡＯＢ＋∠ＯＡＤ＝∠ＡＣＢ＋△ＯＢＣ

よって，x ＋２０ ＝ x ＋５８ が成り立つ。

【ポイント】

三角形の１つの外角は，そのとなりにない

２つの内角の和に等しいね。

∠ＯＣＡ

ＯＣ

∠ＯＣＢ

ＯＣ

３８

７６

１

２

１

２

１

２

１

２

１

２

Ｏ

Ｂ

Ｃ

Ａ
２０°

５８°
x

１

２
Ｄ x

Ｏ

Ｂ

Ｃ

Ａ
２０°

５８°
x

１

２
Ｄ x

外角

５８°

２０°

Ｄ

Ｏ

Ｂ

Ｃ

Ａ
２０°

５８°

第３学年 Ｄ 円の性質
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

証明 △ＡＢＱと△ＡＣＰで，

△ＡＢＣは二等辺三角形だから， ＝ ･･････①

仮定より， ＝ ････････････････････････②

ＡＰに対する円周角より， ＝ ･･･････････③

①，②，③より，

ので，

△ＡＢＱ≡△ＡＣＰ

よって， ＝ だから，

△ＡＱＰは二等辺三角形である。

【ポイント】

∠ＡＢＱ(∠ＡＢＰ)と∠ＡＣＰは，ＡＰに対する

円周角だから，大きさが等しいね。

２

証明 ∠ＰＢＣ＝∠ x，∠ＱＣＢ＝∠ y とすると，

ＰＢは∠Ｂの二等分線だから，∠ＡＢＰ＝∠ x

また，ＰＣに対する円周角より，∠ＰＱＣ＝∠ x

ＱＣは∠Ｃの二等分線だから，∠ＡＣＱ＝∠ y

また，ＱＢに対する円周角より，∠ＱＰＢ＝∠ y

∠ＡＤＥは△ＤＢＰの外角だから，

∠ＡＤＥ＝∠ x ＋∠ y ･････････････････①

∠ＡＥＤは△ＥＱＣの外角だから，

∠ＡＥＤ＝∠ x ＋∠ y ･････････････････②

①，②より，∠ＡＤＥ＝∠ＡＥＤだから，

△ＡＤＥはＡＤ＝ＡＥの二等辺三角形である。

【ポイント】

この問題のように，大きさの

【ポイント】 等しい角が，いくつもあるよ

△ＡＤＥがＡＤ＝ＡＥの二等辺三角形であること うな場合は，解答例のように，

を証明するためには，∠ＡＤＥ＝∠ＡＥＤである 文字(x，y 等)におきかえると，

ことを示せばいいね。この場合，三角形の外角 証明がしやすいね。

の性質を使うと，証明がしやすいね。

ＡＣＡＢ

ＣＰＢＱ

∠ＡＣＰ∠ＡＢＱ

２辺とその間の角がそれぞれ等しい

ＡＰＡＱ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｑ

Ｏ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｑ Ｄ
Ｅ

Ｏ
x
x

x

y
y

y

x ＋ y

第３学年 Ｄ 円の性質
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

５ 図形と相似

[知識・技能の習得を図る問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ５ 図形と相似
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 右のような方眼にかかれた図形Ａがあります。 図形Ａ

図形Ａの２倍の拡大図と の縮図を，下の方眼

にそれぞれかきなさい。

【解答】 図形Ａの２倍の拡大図

【解答】

図形Ａの の縮図

２ 次の(1)，(2)の比例式を解きなさい。

(1) ２： x ＝ ４：１２ (2) ６：５ ＝ ４： x

【解答】 【解答】

３ 右の四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＦＧＨは相似です。

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＦＧＨの相似比を求

めなさい。

【解答】

(2) ＦＧ＝１０ｃｍのとき，ＢＣの長さを求めなさい。

【解答】

１

２

１

２

：

ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ Ｇ

Ｈ

６ｃｍ
８ｃｍ

x ＝ x ＝

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 次の にあてはまることばを書き入れなさい。

●三角形の相似条件●

２つの三角形は，次の各場合に相似である。

① が，すべて等しいとき

② が，

それぞれ等しいとき

③ が，それぞれ等しいとき

２ 下の図１と図２について，あとの(1)，(2)の各問いに答えなさい。

図１ 図２

(1) 図１と図２で，それぞれ相似な２つの三角形を記号∽を使って表し，そのとき使った

相似条件を書きなさい。

【解答】

相似な三角形 相似条件

図１

図２

(2) 図２において，ＡＢ＝９ｃｍとなるときのＡＤの長さを求めなさい。

【解答】

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

６５°

６５°

ｃｍ

Ａ

Ｂ ＣＤ

６ｃｍ

１２ｃｍ

３ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ ２つの線分ＡＢとＣＤが点Ｏで交わっていて，

ＡＯ＝６ｃｍ，ＢＯ＝４ｃｍ，ＣＯ＝３ｃｍ，ＤＯ＝８ｃｍ

です。△ＡＯＤ∽△ＣＯＢであることを，次のよう

に証明するとき， にあてはまるものを

書き入れなさい。

【解答】

証明 △ＡＯＤと△ＣＯＢで，

ＡＯ： ＝ ６：３ ＝ ：

ＤＯ： ＝ ８：４ ＝ :

よって，ＡＯ：ＣＯ＝ＤＯ：ＢＯ ････････････････････････①

は等しいから，∠ＡＯＤ＝ ････････②

①，②から， がそれぞれ

等しいので，△ＡＯＤ∽△ＣＯＢである。

２ ∠Ａ＝９０°の△ＡＢＣで，Ａから斜辺ＢＣに垂線

ＡＨをひくとき，△ＨＢＡ∽△ＨＡＣとなります。

このことを次のように証明するとき， に

あてはまるものを書き入れなさい。

【解答】

証明 △ＨＢＡと△ＨＡＣで，

ＡＨ⊥ＢＣだから，∠ＢＨＡ＝ ･･･････････････①

△ＨＢＡで，∠ＡＢＨ ＋ ∠ＢＡＨ ＝
○

･･････････②

また，∠ＢＡＣ＝９０
○

だから，

∠ＣＡＨ ＋ ∠ＢＡＨ ＝
○

･･････････③

②，③から， ＝ ･･･････････････④

①，④から， がそれぞれ等しいので，

△ＨＢＡ∽△ＨＡＣである。

Ａ

Ｂ ＣＨ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｏ

第３学年 ５ 図形と相似
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 次の(1)，(2)の図で，ＰＱ∥ＢＣのとき，x，y の値をそれぞれ求めなさい。

(1) (2)

【解答】 【解答】

x ＝ ｃｍ ，y ＝ ｃｍ x ＝ ｃｍ ，y ＝ ｃｍ

２ 右の図で，直線 p，q， r， s が平行の

とき，x，y の値を求めなさい。

【解答】

x ＝ ｃｍ ，y ＝ ｃｍ

３ 次の にあてはまるものを書き入れなさい。

●中点連結定理●

△ＡＢＣの２辺ＡＢ，ＡＣの中点を，

それぞれ，Ｍ，Ｎとすると，

ＭＮ∥ ，ＭＮ＝

４ 右の図の△ＡＢＣで，点Ｄ，Ｅ，Ｆはそれぞれ辺ＡＢ，ＢＣ，ＣＡ

の中点です。△ＤＥＦの周の長さを求めなさい。

【解答】

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｍ Ｎ

７ｃｍ

５ｃｍ６ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

ｃｍ

６ｃｍ

６ｃｍ

５ｃｍ

９ｃｍ
xｃｍ

yｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ Ｑ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ Ｑ

８ｃｍ

１２ｃｍ １５ｃｍ

xｃｍyｃｍ

３０ｃｍ

１２ｃｍ

８ｃｍ １０ｃｍ

５ｃｍxｃｍ

９ｃｍ

yｃｍ

p

r

s

q

第３学年 ５ 図形と相似
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題⑤

１ 右の図で，△ＡＯＢと△ＣＯＤの面積の比を求めな

さい。

【解答】

２ 右の図のように，△ＡＢＣの辺ＢＣに平行な直線 ℓ

が，辺ＡＣと点Ｄで交わり，ＡＤ：ＤＣ＝３：２です。

△ＡＢＣの面積が７５ｃｍ ２ のとき，図の２つの部分

Ｐ，Ｑの面積をそれぞれ求めなさい。

ℓ

【解答】

Ｐ ｃｍ ２ ，Ｑ ｃｍ ２

３ 相似な２つの円錐ＦとＧがあり，その高さの比は，

３：２ です。次の(1)から(3)までの各問いに答えな

さい。

(1) ＦとＧの底面の周の長さの比を求めなさい。

【解答】

(2) Ｆの表面積が１２６ｃｍ ２ のとき，Ｇの表面積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ ２

(3) Ｇの体積が４０ｃｍ ３ のとき，Ｆの体積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ ３

：

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｑ

Ｐ

Ｆ

Ｇ

Ａ

Ｏ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

５ｃｍ

７ｃｍ

：

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

５ 図形と相似

［知識・技能の習得を図る問題］

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ５ 図形と相似
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１
図形Ａの２倍の拡大図 図形Ａの の縮図

【ポイント】

図形Ａに対して，各線分の長さ

がすべて２倍， 倍になるよう

にかくことが必要だね。

２

(1) ２：x ＝ ４：１２ (2) ６：５ ＝ ４： x

４ x ＝ ２４ ６ x ＝ ２０

x ＝ ６
x ＝

１０

３

【ポイント】

比例式の性質 a：b ＝ c：d ならば，a d ＝ b c を使って求めることができるね。

３

(1) ３：４

【ポイント】

ＡＢとＥＦは，対応する辺で，

ＡＢ：ＥＦ＝６：８＝３：４

よって，相似比は３：４だね。

(2)
(ｃｍ)

【ポイント】

７.５ (ｃｍ) ＢＣ＝ x ｃｍとすると，

x：１０ ＝ ３：４

４ x ＝ ３０

x ＝ (ｃｍ)となるね。

１

２

１

２

１５

２

１５

２

Ｅ
Ｈ

Ａ
Ｄ

６ｃｍ
８ｃｍ

Ｂ Ｃ Ｆ Ｇ１０ｃｍxｃｍ

第３学年 ５ 図形と相似
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

●三角形の相似条件●

２つの三角形は，次の各場合に相似である。

① が，すべて等しいとき

② が，

それぞれ等しいとき

③ が，それぞれ等しいとき

２

(1)

図１ △ＡＢＣ∽△ＡＥＤ ２組の角が，それぞれ等しい。

図２ △ＡＢＣ∽△ＤＡＣ ２組の辺の比とその間の角が，それぞれ等しい。

図１

【ポイント】

図１では，∠ＡＣＢ＝∠ＡＤＥ＝６５
○

，

共通な角で，∠ＢＡＣ＝∠ＥＡＤ

がいえるね。

図２では，ＢＣ：ＡＣ＝１２：６＝２：１，

ＡＣ：ＤＣ＝６：３＝２：１

共通な角で，∠ＡＣＢ＝∠ＤＣＡ 図２

がいえるね。

(2)
(ｃｍ)

【ポイント】

４.５ (ｃｍ) ＡＤ＝ x ｃｍとすると，

△ＡＢＣ∽△ＤＡＣより，

９：x ＝ ２：１

２ x ＝ ９

x ＝ (ｃｍ)

となるね。

３組の辺の比

２組の辺の比とその間の角

２組の角

９

２

９

２

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

６５°

６５°

Ａ

Ｂ ＣＤ

６ｃｍ

１２ｃｍ

３ｃｍ

９ｃｍ

３ｃｍ

６ｃｍ
Ａ

Ｄ

Ｃ

x ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

１

証明 △ＡＯＤと△ＣＯＢで，

ＡＯ： ＝ ６：３ ＝ ：

ＤＯ： ＝ ８：４ ＝ :

よって，ＡＯ：ＣＯ＝ＤＯ：ＢＯ ･･･････････････････････①

は等しいから，∠ＡＯＤ＝ ･･････②

①，②から， がそれぞれ

等しいので，△ＡＯＤ∽△ＣＯＢである。

２

証明 △ＨＢＡと△ＨＡＣで，

ＡＨ⊥ＢＣだから，∠ＢＨＡ＝ ･･････････････①

△ＨＢＡで，∠ＡＢＨ ＋ ∠ＢＡＨ ＝
○

･･････････②

また，∠ＢＡＣ＝９０
○

だから，

∠ＣＡＨ ＋ ∠ＢＡＨ ＝
○

･･････････③

②，③から， ＝ ･････････････④

①，④から， がそれぞれ等しいので，

△ＨＢＡ∽△ＨＡＣである。

【ポイント】

②と③は，④を導くための根拠となるものだね。

ここでは，

「a ＋ c ＝ b ＋ c ならば，a ＝ b である。」という

数量についての基本的な性質が使われているね。

Ａ

Ｂ ＣＨ

１

１

２

２

ＢＯ

ＣＯ

２組の辺の比とその間の角

∠ＣＯＢ対頂角

∠ＡＨＣ

９０

∠ＣＡＨ

２組の角

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｏ

９０

∠ＡＢＨ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題④

●平行線と線分の比●

△ＡＢＣで，辺ＡＢ，ＡＣ上に，それぞれ，点Ｐ，Ｑがあるとき，

① ＰＱ∥ＢＣならば，ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ＝ＰＱ：ＢＣ

② ＰＱ∥ＢＣならば，ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ

１
(1) x ＝４ (ｃｍ) ， y ＝ (ｃｍ) ７.５ (ｃｍ)

(2) x ＝１０ (ｃｍ) ， y ＝１８ (ｃｍ)

【ポイント】

上の平行線と線分の比の性質を使って，次のように求められるね。

(1) ＡＰ：ＡＢ＝６：９＝２：３ だから，

x：６＝２：３ ５：y ＝２：３

３ x ＝１２ ２ y ＝１５

x ＝４
y ＝

(2) ＡＰ：ＰＢ＝１２：８＝３：２ ＡＰ：ＡＢ＝１２：２０＝３：５

よって，１５：x ＝３：２ よって，３：５＝ y：３０

３ x ＝３０ ５ y ＝９０

x ＝１０ y ＝１８

２ x ＝４ (ｃｍ)， y ＝ (ｃｍ) １３.５ (ｃｍ)
p，q，r が平行のとき，

【ポイント】 a ： b ＝ c ： d ，

右の性質を使って，次のように求められるね。 a ： c ＝ b ： d

x：８＝５：１０ y：９＝１２：８ が成り立つ。

x：８＝１：２ y：９＝３：２

２ x ＝８ ２ y ＝２７

x ＝４
y ＝

３ ＭＮ∥ ，ＭＮ＝

４ ９ｃｍ 【ポイント】

中点連結定理より，ＤＥ＝ ×５＝２.５ (ｃｍ)

ＥＦ＝ ×６＝３ (ｃｍ) ，ＤＦ＝ ×７＝３.５ (ｃｍ)

よって，△ＤＥＦの周の長さは，

２.５＋３＋３.５＝９ (ｃｍ) となるね。

６ｃｍ

６ｃｍ

５ｃｍ

９ｃｍ
xｃｍ

yｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ Ｑ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ Ｑ

８ｃｍ

１２ｃｍ １５ｃｍ

xｃｍyｃｍ

３０ｃｍ

Ａ

Ｑ

Ｃ

Ｐ

Ｂ

１５

２

ＢＣＢＣ

２７

２

１

２

１

２
１

２

１

２

a

b

c

d

７ｃｍ

５ｃｍ６ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

１２ｃｍ

８ｃｍ １０ｃｍ

５ｃｍxｃｍ

９ｃｍ

yｃｍ

p

r

s

q

１５

２

２７

２

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題⑤

●相似な図形の面積の比●

相似な図形で，相似比が m：n ならば，面積の比は m ２：n ２ である。

１ ２５：４９

【ポイント】

∠ＡＢＣ＝∠ＤＣＡ＝９０
○

より，ＡＢ∥ＤＣだから，

△ＡＯＢ∽△ＣＯＤとなるね。

相似比が５：７だから，面積の比は５ ２：７ ２

つまり，２５：４９になるね。

２ Ｐ ２７ ｃｍ ２ ，Ｑ ４８ ｃｍ ２

【ポイント】

ＡＢとℓ の交点をＥとすると，ℓ∥ＢＣより，

△ＡＥＤ∽△ＡＢＣとなるね。

ＡＤ：ＤＣ＝３：２より，ＡＤ：ＡＣ＝３：５ だから，
ℓ

△ＡＥＤと△ＡＢＣの面積の比は，９：２５になるね。

Ｐ (△ＡＥＤ)の面積を x ｃｍ ２とすると，x：７５＝９：２５

より x ＝２７となるので，Ｐの面積は２７ ｃｍ ２ となるね。

７５－２７＝４８ だから，Ｑの面積は４８ ｃｍ ２ となるね。

●相似な立体の表面積の比と体積の比●

相似な立体で，相似比が m：n ならば，表面積の比は m ２：n ２，体積の比は m ３：n ３である。

３ (1) ３：２

【ポイント】

ＦとＧは相似な立体だから，底面の半径の比も３：２と

なるね。円周の長さは，２π×(半径)だから，底面の周

の長さの比は，底面の半径の比に等しく３：２となるね。

(2) ５６ ｃｍ ２ ポイント】

ＦとＧの表面積の比は，３ ２：２ ２ ＝ ９：４ だから，

Ｇの表面積を x ｃｍ ２とすると，１２６：x ＝９：４ より，

x ＝５６となるので，Ｇの表面積は５６ ｃｍ ２ となるね。

(3) １３５ ｃｍ ３ ポイント】

ＦとＧの体積の比は，３ ３：２ ３ ＝ ２７：８だから，

Ｆの体積を y ｃｍ ３とすると，y：４０＝２７：８ より，

x ＝１３５ となるので，Ｆの体積は１３５ ｃｍ ３ となるね。

Ａ

Ｏ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

５ｃｍ

７ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｑ

Ｐ

Ｅ

３

２

Ｆ

３

Ｇ

２

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

５ 図形と相似

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ５ 図形と相似
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 右の図で，△ＡＣＥ∽△ＢＤＥであることを証明しなさい。

【解答】

証明

２ 右の図のように，△ＡＢＣの∠Ａの二等分線と辺ＢＣとの交点をＤとし，ＡＤ上にＣＤ＝ＣＥ

となる点Ｅをとるとき，△ＡＢＤ∽△ＡＣＥであることを証明しなさい。

【解答】

証明

Ｄ

Ｅ

ＣＢ

Ａ

Ａ

Ｃ ＥＢ

Ｄ

第３学年 ５ 図形と相似
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 普段私たちが使っている用紙に，Ａ４判やＡ３判といわれ

るものがあります。右の図のように，Ａ４判用紙２枚をなら
Ａ３判

べると，Ａ３判用紙の大きさになります。また，Ａ３判用紙

とＡ４判用紙は相似な長方形になっています。これらの長方

形の２辺の長さの比を求めなさい。Ａ４判用紙の長さが短い Ａ４判 Ａ４判

方の１辺の長さを１，長い方の１辺の長さを x として比例式

をつくり，答えを求めるまでの過程をすべて書きなさい。

【解答】

２ 右の図のように，長方形ＡＢＣＤから正方形ＥＦＣＤ

を切り取ってできた長方形ＥＡＢＦが，長方形ＡＢＣＤ

と相似であるとき，これらの長方形の２辺の長さの

比を黄金比といいます。ＡＢの長さを１，ＢＣの長さ

を x として比例式をつくり，黄金比を求めなさい。

答えを求めるまでの過程をすべて書きなさい。

【解答】

Ａ Ｄ

ＣＢ

Ｅ

Ｆ

１

x

x

１

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ 右の図のような△ＡＢＣの３つの頂点を通る円Ｏがあり，

頂点Ｂから辺ＡＣに垂線をひき，その交点をＤとします。

ＡＢ＝１４ｃｍ，ＢＣ＝１８ｃｍ，ＢＤ＝１２ｃｍのとき，円Ｏの

直径であるＢＥの長さを求めなさい。

【解答】

２ 右の図において，ＡＤ，ＥＦ，ＢＣは平行です。

ＡＢ＝１０ｃｍ，ＡＤ＝８ｃｍ，ＢＣ＝１２ｃｍのとき，

ＡＥ，ＥＦの長さをそれぞれ求めなさい

【解答】

３ 右の四角形ＡＢＣＤで，辺ＡＤ，ＢＣの中点をそれぞれＰ，Ｑ

とし，対角線ＢＤ，ＡＣの中点をそれぞれＲ，Ｓとするとき，

四角形ＰＲＱＳが平行四辺形になることを証明しなさい。

【解答】

証明

ＡＥ＝ ｃｍ ， ＥＦ＝ ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

８ｃｍ

１０ｃｍ

１２ｃｍ

ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｏ

１４ｃｍ
１２ｃｍ

１８ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｑ

Ｐ

Ｒ
Ｓ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 右の平行四辺形ＡＢＣＤで，辺ＡＢの中点をＥ，対角線ＢＤとＣＥ

の交点をＦとするとき，次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) △ＦＣＤの面積は，△ＦＢＥの面積の何倍ですか。

【解答】

(2) △ＦＢＥの面積が５ｃｍ ２ のとき，平行四辺形ＡＢＣＤの面積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ ２

２ コップいっぱいに入れた水を，右のような円錐の形をした

容器に入れたところ，容器の深さの のところまで，水が

入りました。同じコップを使って，この容器を満水にするに

は，少なくともあと何回水を入れることが必要ですか。

【解答】 容器の深さの

３ イギリスの小説家のスイフトが著した「ガリバー旅行記」には，次のような内容の話がある。

ガリバーは航海の途中で嵐にあって，ある小人の国にたどり着く。その小人の国では，

人や草木などすべてが，ガリバーの国のものと形は同じであったが，大きさは１２分の１

であった。そこで，その小人の国の王様は，ガリバーのために，１７２８人分の食料と飲

み物を用意することにした。

上の話の中の１７２８人分という数量は，どのように考えて計算したものと考えられますか。

言葉と式を使って説明しなさい。

【解答】

倍

２

５

２

５

回

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

５ 図形と相似

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ５ 図形と相似
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

証明 △ＡＣＥと△ＢＤＥで，

ＣＤに対する円周角だから， 【ポイント】

∠ＣＡＥ＝∠ＤＢＥ ･･･････①

共通な角だから， ＣＤに対する

∠ＡＥＣ＝∠ＢＥＤ ･･･････② 円周角なので，

①，②より， 等しいね。

２組の角がそれぞれ等しいので，

△ＡＣＥ∽△ＢＤＥ

共通な角だから，等しいね。

２

証明 △ＡＢＤと△ＡＣＥで，

ＡＤは，∠Ａの二等分線だから， 【ポイント】

∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＥ ･･･････････①

仮定より，△ＣＤＥは，ＣＤ＝ＣＥの ＡＤは，∠Ａの二等分線だから，

二等辺三角形だから， ∠ＢＡＤと∠ＣＡＥは，等しいね。

∠ＣＤＥ＝∠ＣＥＤ ･･･････････②

また，

∠ＡＤＢ＝１８０
○

－∠ＣＤＥ ････③

∠ＡＥＣ＝１８０
○

－∠ＣＥＤ ････④

②，③，④より，

∠ＡＤＢ＝∠ＡＥＣ ･･･････････⑤

①，⑤より，

２組の角がそれぞれ等しいので，

△ＡＢＤ∽△ＡＣＥ

∠ＣＤＥと∠ＣＥＤは，二等辺三角形

の底角で等しいから，１８０
○

から等

しい角をひいた角である∠ＡＤＢと

∠ＡＥＣも等しいといえるね。

Ａ

Ｃ ＥＢ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

ＣＢ

Ａ

第３学年 ５ 図形と相似
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

２

２

５

５

５

b ２－４ a c

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

Ａ４判用紙の長さが短い方の１辺の長さが１，長い方の１辺の長さが x なので，

Ａ３判用紙の長さが短い方の１辺の長さは x ，長い方の１辺の長さは２となる。

２つの用紙は相似な長方形だから，

１：x ＝ x：２

x ２＝２

x ＞０より， x ＝

したがって，求める２辺の長さの比は，１： である。

【ポイント】

右の図のように，２つの長方形を
Ａ４判用紙 Ａ３判用紙

ならべると，対応する辺と辺が，

分かりやすくなるね。

２

四角形ＥＦＣＤは正方形だから，ＡＢ＝１より，ＥＦ＝ＦＣ＝１である。

よって，ＡＥ＝ＢＦ＝ＢＣ－ＢＦ＝ x －１となる。

長方形ＥＡＢＦと長方形ＡＢＣＤは相似だから，

（ x －１）：１＝１：x 【ポイント】

x ( x －１)＝１ 下の図のように，２つの長方形を

x ２－ x ＝１ ならべると，対応する辺と辺が，

x ２－ x －１＝０ 分かりやすくなるね。

－(－１)±
x ＝

２×１

１±
x ＝

２

x ＞０より，x ＝
１＋

２

したがって，求める黄金比は，

１：
１＋

である。
２

【ポイント】

二次方程式 a x ２＋ bx ＋ c ＝０の解は，

－ b ±
x ＝ だね。

２ a

(－１ )２－４ × １ × (－１ )

x

１

２

x

１

１

x

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

１

x －１

Ｅ

Ｆ

１

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ ２１ｃｍ

【ポイント】 弧ＢＣに対する円周角だね。

ＣＥをひいて，△ＥＢＣをつくると，

ＢＥは直径だから∠ＢＣＥ＝９０
○

で，∠ＡＤＢ＝∠ＢＣＥ。

また，ＢＣに対する円周角だから，∠ＢＡＤ＝∠ＢＥＣ。

２組の角がそれぞれ等しいから，△ＡＢＤ∽△ＥＢＣだね。

相似な図形の対応する辺の比は等しいので，

ＢＡ：ＢＥ＝ＢＤ：ＢＣ

１４：ＢＥ＝１２：１８より，

ＢＥ＝２１(ｃｍ)となるね。 半円の弧に対する円周角は，９０
○

だね。

２ ＡＥ＝４(ｃｍ)，ＥＦ＝ または ４.８(ｃｍ)

【ポイント】

ＡＤ∥ＢＣより，△ＡＤＦ∽△ＣＢＦだから，

ＡＦ：ＦＣ＝ＡＤ：ＢＣ＝８：１２＝２：３となり，

ＡＦ：ＡＣ＝２：５となるね。 ＡＤ＝８ｃｍ，ＢＣ＝１２ｃｍより，

さらに，ＥＦ∥ＢＣより， △ＡＤＦと△ＣＢＦの相似比は，

ＡＥ：ＡＢ＝ＥＦ：ＢＣ＝２：５といえるので， ２：３となるね。

ＡＥ：１０＝２：５より，ＡＥ＝４(ｃｍ)，

ＥＦ：１２＝２：５より，ＥＦ＝ (ｃｍ) ＡＦ：ＦＣ＝２：３より，

となるね。
△ＡＥＦと△ＡＢＣの相似比は，

２：５となるね。

３

証明 △ＤＡＢで，点Ｐ，ＲはそれぞれＤＡ，ＤＢの中点だから，

中点連結定理より，ＰＲ∥ＡＢ，ＰＲ＝ ＡＢ ･･････①

△ＣＡＢで，点Ｓ，ＱはそれぞれＣＡ，ＣＢの中点だから，

中点連結定理より，ＳＱ∥ＡＢ，ＳＱ＝ ＡＢ ･･････②

①，②より，ＰＲ∥ＳＱ，ＰＲ＝ＳＱ

よって，１組の向かいあう辺が等しくて平行だから，

四角形ＰＲＱＳは平行四辺形である。

【ポイント】

平行四辺形であることを証明するには，平行四辺形になる条件のどれかがいえること

を証明することが必要だね。この問題では，解答例のように，中点連結定理から１組

の向かいあう辺が等しくて平行であることをいう証明の方法が，一番簡潔にまとめら

れるね。また，△ＤＡＢと△ＣＡＢの代わりに，△ＡＣＤと△ＢＣＤを使っても，解答例

と同様に，証明することができるね。

１

２

１

２

２４

５

２４

５

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

８ｃｍ

１０ｃｍ

１２ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｆ

②

③

②

Ａ

⑤Ｅ Ｆ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｑ

Ｐ

Ｒ
Ｓ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｏ

１４ｃｍ
１２ｃｍ

１８ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ５ 図形と相似

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ (1) ４倍 【ポイント】

ＡＢ∥ＤＣより，△ＥＢＦ∽△ＣＤＦとなるね。

また，ＥはＡＢの中点で，ＡＢ＝ＣＤだから，

ＥＢ：ＣＤ＝１：２で，相似比は１：２となるね。

よって，△ＥＢＦと△ＣＤＦの面積比は１：４と

なるから，面積は４倍になるね。

(2) ６０(ｃｍ ２) 【ポイント】

(1)より，△ＦＢＥ：△ＦＣＤ＝１：４

また，ＥＦ：ＣＦ＝ＥＢ：ＣＤ＝１：２だから，

△ＦＢＥ：△ＣＢＦ＝１：２

①，②より，△ＦＢＥ：△ＢＣＤ＝１：６

平行四辺形ＡＢＣＤの面積は，△ＢＣＤの面積

の２倍だから，△ＦＢＥの面積の１２倍となる

ね。よって，求める面積は，

５×１２＝６０ (ｃｍ ２) となるね。

△ＦＢＥと△ＣＢＦの面積比は，ＥＦとＦＣの比に等しく，１：２になるね。

２ ９回 【ポイント】

容器全体の円錐と，水が入った円錐の部分は，

相似な図形であると考えられるから，相似比は

５：２で，体積比は，５ ３：２ ３＝７５：８となるね。

よって，この容器の水が入っていない部分と，

水が入った円錐の部分の体積比は， 相似比が５：２だから，体積比は，

７５－８：８＝６７：８となるね。 ５
３
：２

３
＝７５：８となるね。

６７÷８＝ ＝８.３７５ より，この容器を満水

にするには，このコップいっぱいの水の８.３７５

倍の水を入れる必要がある。よって，少なくと

も９回は，水を入れることが必要である。 ７５－８＝６７より，

体積比は，６７：８となるね。

３ 小人１人とガリバーの相似比は，１：１２と考えられる。小人１人とガリバーがそれぞれ

必要とする食料と飲み物の量を比で表すとしたら，体積比で考えることになるので，

１ ３：１２ ３ ＝１：１７２８となる。よって，１７２８人分が必要である。

【ポイント】

「小人の国では，人や草木などすべてが，ガリバーの国のものと形は同じであったが，

大きさは１２分の１であった。」ということから，小人とガリバーは，ほぼ相似であり，

相似比は，１：１２であると考えることができるね。

小人とガリバーの相似比を１：１２と考え，ガリバーが必要とする食料と飲み物を，体

積比の関係から１２ ３＝１７２８(人分)と考えたことについて，書けていれば正解だね。

６７

８

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｆ

１
２

①
④

②

①
②

Ｅ

Ｂ

Ｆ

Ｃ

１

２

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）
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[知識・技能の習得を図る問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ６ 三平方の定理
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ６ 三平方の定理

３ ２７

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 右の図は，直角三角形ＡＢＣの各辺を１辺とする

正方形をそれぞれかいたものです。正方形Ｐの面積

が８ｃｍ ２，正方形Ｑの面積が４ｃｍ ２であるとき，

正方形Ｒの面積を求めなさい。また，辺ＡＣの長さ

を求めなさい。

【解答】

Ｒの面積 ｃｍ ２ ，ＡＣの長さ ｃｍ

２ 次の(1)から(4)の図で，x の値をそれぞれ求めなさい。

(1) (2)

【解答】 【解答】

(3) (4)

【解答】 【解答】

３ 次の長さを３辺とする三角形のうち，直角三角形はどれですか。その番号を答えなさい。

① ２ｃｍ，３ｃｍ，４ｃｍ

② ４.５ｃｍ，６ｃｍ，７.５ｃｍ

【解答】
③ ｃｍ， ｃｍ，５ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

x ｃｍ ６ｃｍ

１０ｃｍ

x ｃｍ

７ｃｍ

３ｃｍ

x ＝ ｃｍ x ＝ ｃｍ

x ＝ ｃｍ x ＝ ｃｍ

x ｃｍ

５ｃｍ
１２ｃｍ

x ｃｍ

１２ｃｍ

８ｃｍ

６ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 次の(1)から(3)の図で，x，y の値をそれぞれ求めなさい。

(1) (2) (3)

【解答】 【解答】
【解答】

２ 右のような１辺の長さが１２ｃｍである正三角形ＡＢＣの高さと面積を求めなさい。

【解答】

高さ ｃｍ，面積 ｃｍ ２

３ 右のような半径８ｃｍの円Ｏがあります。中心Ｏから

の距離が６ｃｍである弦ＡＢの長さを求めなさい。

【解答】

４ 右のような半径５ｃｍの円Ｏがあります。中心Ｏから

９ｃｍの距離にある点Ａから接線ＡＰをひくとき，ＡＰの

長さを求めなさい。

【解答】

３０°

８ｃｍ

x ｃｍ
y ｃｍ

６ｃｍ

y ｃｍ

４５°

x ｃｍ

４５°

６０°

y ｃｍ

x ｃｍ

８ｃｍ

x ＝ ｃｍ

y ＝ ｃｍ

Ｏ Ａ

Ｐ

９ｃｍ

x ＝ ｃｍ

y ＝ ｃｍ

x ＝ ｃｍ

y ＝ ｃｍ

ｃｍ

ｃｍ

６ｃｍ

Ｏ

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ Ｃ
１２ｃｍ

第３学年 ６ 三平方の定理
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

１ 次の座標をもつ２点間の距離を求めなさい。

(1) Ａ(２，２)，Ｂ(５，６) (2) Ｃ(－４，３)，Ｄ(６，－２)

【解答】 【解答】

２ 右の図のような直方体があります。次の

(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) ＥＧの長さを求めなさい。

【解答】

(2) 対角線ＡＧの長さを求めなさい。

【解答】

３ １辺の長さが６ｃｍである立方体の対角線の長さを求めなさい。

【解答】

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｅ Ｆ

ＧＨ

８ｃｍ

５ｃｍ

３ｃｍ

ｃｍ

ｃｍ

ｃｍ

第３学年 ６ 三平方の定理
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題④

１ 右のような正四角錐ＯＡＢＣＤがあります。底面ＡＢＣＤは，
すい

１辺の長さが６ｃｍの正方形で，他の辺の長さは，すべて

８ｃｍです。次の(1)から(3)までの各問いに答えなさい。

(1) 正四角錐ＯＡＢＣＤの高さを求めなさい。

【解答】

(2) 正四角錐ＯＡＢＣＤの体積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ ３

(3) 正四角錐ＯＡＢＣＤの側面積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ ２

２ 右の図のような円錐があり，底面の半径は５ｃｍで，母線

の長さは７ｃｍです。次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) この円錐の高さを求めなさい。

【解答】

(2) この円錐の体積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ ３

６ｃｍ

６ｃｍ

８ｃｍ

Ｏ

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｈ

７ｃｍ

５ｃｍ

ｃｍ

ｃｍ

第３学年 ６ 三平方の定理
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

６ 三平方の定理

［知識・技能の習得を図る問題］

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ６ 三平方の定理
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



２ ３

２ ３

２ １０

２ １３

３ ２７

２ １０ ２ １３

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

●三平方の定理●

直角三角形の直角をはさむ２辺の長さを a，b，

斜辺の長さを c とすると，次の関係が成り立つ。

a ２＋ b ２ ＝ c ２

１ Ｒの面積 １２ｃｍ ２ ，ＡＣの長さ ｃｍ

【ポイント】

Ｐの面積＝ＡＢ ２，Ｑの面積＝ＢＣ ２，Ｒの面積＝ＡＣ ２であり，

三平方の定理より，ＡＣ ２＝ＡＢ ２＋ＢＣ ２ だから，

Ｒの面積＝Ｐの面積＋Ｑの面積＝８＋４＝１２ (ｃｍ ２)

となるね。

ＡＣ ２ ＝１２で，ＡＣ＞０より，ＡＣ＝ ｃｍとなるね。

２ (1) x ＝１３ (ｃｍ) (2) x ＝８ (ｃｍ) (3) x ＝ (ｃｍ) (4) x ＝ (ｃｍ)

【ポイント】

次のように，三平方の定理を使って求めることができるね。また，(1)，(2)のように，

３辺の長さの比が ３：４：５ や ５：１２：１３ になる場合は，必ず直角三角形になります。

問題にもよく出てくるので，覚えておいた方がいいね。

(1) ５ ２＋１２ ２＝ x ２ (2) x ２＋６ ２＝１０ ２

x ２＝２５＋１４４ x ２＝１００－３６

x ２＝１６９ x ２＝６４

x ＞０より， x ＝１３ x ＞０より，x ＝８

(3) x ２＋３ ２＝７ ２ (4) １２－８＝４

x ２＝４９－９ ４ ２＋６ ２＝ x ２

x ２＝４０ x ２＝１６＋３６

x ＞０より， x ＝ x ２＝５２

x ＞０より，x ＝

３ ②，③

【ポイント】 ●三平方の定理の逆●

それぞれ，三平方の定理の逆にあてはまるかどう △ＡＢＣで，

かを調べるといいね。 ＢＣ＝ a，ＣＡ＝ b，ＡＢ＝ c，

①は，２ ２＝４，３ ２＝９，４ ２＝１６で， とするとき，

４＋９＝１３だから，直角三角形ではないね。 a ２＋ b ２＝ c ２ ならば，∠Ｃ＝９０
○

②は，４.５ ２＝２０.２５，６ ２＝３６，７.５ ２＝５６.２５で，

２０.２５＋３６＝５６.２５だから，直角三角形だね。

③は，( )２＝７，( )２＝１８，５ ２＝２５で，

７＋１８＝２５ だから，直角三角形だね。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ａ

Ｂ Ｃa

b
c

x ｃｍ

５ｃｍ
１２ｃｍ

x ｃｍ
６ｃｍ

１０ｃｍ

x ｃｍ

７ｃｍ

３ｃｍ
x ｃｍ

１２ｃｍ

８ｃｍ

６ｃｍ ６ｃｍ

４ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃa

b
c

第３学年 ６ 三平方の定理
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ６ 三平方の定理

６ ２ ４ ３

４ ２

６ ３ ３ ６ ３

１ ６ ３

３

４ ７

２ １ ４

２

２

２ × ２

８ × ２
２

４ ２

３

３

３

３ × ３

１ ６ × ３

１ ６ ３

３

２

３

６ ３

６ ３

３ ６ ３

３

２ ７

２ ７

４ ７

２ １４

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

(1) x ＝６ (ｃｍ) (2) x ＝４ (ｃｍ) (3) x ＝ (ｃｍ)

y ＝ (ｃｍ) y ＝ (ｃｍ)
y ＝ (ｃｍ)

【ポイント】

右下の図のように，４５
○

の角をもつ直角三角形の３辺の長さの比は，１：１： ，

６０
○

または３０
○

の角をもつ直角三角形の３辺の長さの比は，１： ：２ だね。

このことを使って求めることができるね。

(3)については，次のように求めることができるね。

x：８＝１： y：８＝２：

x ＝８ y ＝１６

x ＝ y ＝

x ＝ y ＝
直角二等辺三角形

２ 高さ ｃｍ ，面積 ｃｍ ２

【ポイント】

頂点Ａから辺ＢＣに垂線ＡＨをひくと，Ｈは辺ＢＣの中点になり，

ＢＨ＝６ｃｍとなるね。△ＡＢＨにおいて∠ＡＨＢ＝９０
○

だから，

三平方の定理を使って，高さＡＨを求めることができるね。

ＡＨ ２＋６ ２＝１２ ２

△ＡＢＣ＝ ×１２×
ＡＨ ２＝１０８

ＡＨ＝ (ｃｍ) ＝ (ｃｍ ２)

高さＡＨについては，∠ＡＢＨ＝６０
○

だから，ＢＨ：ＡＨ＝１： であることを使って，

求めることもできるね。

３ ｃｍ 【ポイント】

中心Ｏから弦ＡＢにひいた垂線と弦ＡＢとの交点を

Ｈとすると，△ＯＨＡは，直角三角形だから，

ＡＨ ２＋６ ２＝８ ２

ＡＨ ２＝６４－３６ ＡＢ＝２ＡＨだから，

ＡＨ ２＝２８ ＡＢ＝２×

ＡＨ ＝ (ｃｍ) ＝ (ｃｍ) となるね。

４ ｃｍ 【ポイント】

ＡＰは円Ｏの接線で，∠ＯＰＡ＝９０
○

だから，

ＡＰ ２＋５ ２＝９ ２

ＡＰ ２＝８１－２５

ＡＰ ２＝５６

ＡＰ ＝ (ｃｍ) となるね。

１

２

６０°

３０°

１

１

４５°

４５°

６ｃｍ

Ａ

Ｂ Ｃ
１２ｃｍ

１２ｃｍ

Ｈ
１

２

６ｃｍ

Ｏ

Ａ Ｂ

８ｃｍ

Ｈ

Ｏ Ａ

Ｐ

９ｃｍ

５ｃｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ６ 三平方の定理

５ ５

５ ５

７３

７ ２

９８

７ ２

７３

７３

６ ３

６ ２７２

１０８ ６ ３

６ ２

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

１

(1) ５ (2)

【ポイント】

右のように座標平面上に直角三角形をつくり，

三平方の定理を使って求めるといいね。

(1) ＡＨ＝５－２＝３，ＢＨ＝６－２＝４

ＡＢ ２＝３ ２＋４ ２＝２５

ＡＢ ＝５

(2) ＣＫ＝３－(－２)＝５

ＤＫ＝６－(－４)＝１０

ＣＤ ２＝５ ２＋１０ ２＝１２５

ＣＤ ＝

２

(1) ｃｍ

【ポイント】

△ＥＦＧは，右のよう

な直角三角形だから，

ＥＧ ２＝３ ２＋８ ２＝７３

ＥＧ ＝ (ｃｍ)

となるね。

(2) ｃｍ

【ポイント】

△ＡＥＧは，右のような直角三角形だから，

ＡＧ ２＝５ ２＋ ( )２ ＝２５＋７３＝９８

ＡＧ ＝

ＡＧ ＝ (ｃｍ)となるね。

３ ｃｍ

【ポイント】

右のような立方体のＡＧの長さを求めるといいね。

ＥＧ ２＝６ ２＋６ ２＝７２

ＥＧ ＝ ＝ (ｃｍ)

ＡＧ ２＝６ ２＋ ( )２＝３６＋７２＝１０８

ＡＧ ＝ ＝ (ｃｍ) となるね。

Ａ

Ｂ

Ｈ

Ｏ

Ｃ

ＤＫ

x

y

２

２

－２

－４

３

５ ６

６

Ｅ Ｆ

ＧＨ

８ｃｍ

３ｃｍ

８ｃｍ

５ｃｍ

３ｃｍ

Ｅ Ｆ

ＧＨ

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ａ

Ｅ
Ｇ

５ｃｍ

Ａ Ｂ

ＣＤ

ＧＨ

Ｅ Ｆ

６ｃｍ

６ｃｍ
６ｃｍ

７ ３ ｃ ｍ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ６ 三平方の定理

４６

６ ２ ３ ２

４６

１ ２ ４ ６

１２ ４６

１ ２ ５ ５

５５

５５ １２ ５５

２ ６

２４ ２ ６

２ ６
５ ０ ６ π

３

５ ０ ６ π

３

４６

３ ２

２

６ ２

６ ２

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題④

１

(1) ｃｍ

【ポイント】

線分ＯＨの長さが，この正四角錐の高さだね。
すい

△ＯＡＨで，ＯＡ＝８(ｃｍ)，

ＡＨ＝ ＡＣ＝ × ＝ (ｃｍ)

∠ＯＨＡ＝９０
○

だから，

ＯＨ ２＝ＯＡ ２－ＡＨ ２

＝ ８ ２－ ( )２ 右図のように，△ＡＢＣは，

＝６４－１８＝４６ 等しい辺が６ｃｍの直角二等

よって，ＯＨ＝ (ｃｍ) 辺三角形で，３辺の比は， ｃｍ

となるね。 １：１： となるから，

ＡＣ＝ (ｃｍ)となるね。

(2) ｃｍ ３ 【ポイント】

角錐の体積は， ×(底面積)×(高さ)だから，

× ６ ２ × ＝ (ｃｍ ３)となるね。

(3) ｃｍ ２ 【ポイント】

点ＯからＡＢに垂線ＯＫをひくと，ＡＫ＝３ (ｃｍ)と

なるから，ＯＫ ２＝８ ２－３ ２＝５５

よって，ＯＫ＝ (ｃｍ)となるね。

側面積は，△ＯＡＢの面積の４倍だから，

４× ×６× ＝ (ｃｍ ２)となるね。

２

(1) ｃｍ 【ポイント】

求める円錐の高さを x ｃｍとすると，

x ２＝７ ２－５ ２＝４９－２５＝２４

x ＝ ＝ (ｃｍ)となるね。

(2) 【ポイント】
ｃｍ ３

円錐の体積は， ×(底面積)×(高さ)だから，

× ５ ２ π× ＝ (ｃｍ ３)となるね。

１

２

１

２

１

３
１

３

１

２

Ｏ

Ａ ＢＫ
６ｃｍ

８ｃｍ

３ｃｍ

７ｃｍ

５ｃｍ

１

３
１

３

６ｃｍ

６ｃｍ

８ｃｍ

Ｏ

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｈ

６ｃｍ

６ｃｍ

Ａ Ｂ

ＣＤ

Ｈ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

６ 三平方の定理

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ６ 三平方の定理
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

下の三平方の定理の証明の方法について，太郎さんと花子さんが考えています。あとの(1)，

(2)の各問いに答えなさい。

●三平方の定理●

直角三角形の直角をはさむ２辺の長さを a，b，

斜辺の長さを c とすると，次の関係が成り立つ。

a ２＋ b ２ ＝ c ２

(1) 太郎さんは，次のように考えて証明をしました。アからウの にあてはまる式

を答えなさい。

証明

直角三角形ＡＢＣと，直角三角形ＡＢＣと合同な三角形を

右の図のように並べると，１辺の長さが c である正方形の

内側に，１辺の長さが である正方形ＣＤＥＦがで

きる。４つの直角三角形と正方形ＣＤＥＦの面積の和は，

１辺の長さが c である正方形の面積に等しいから，

４× ＋( )２ ＝

左辺を整理すると， a
２
＋ b

２
＝

【解答】

ア イ ウ

(2) 右のように直角三角形ＡＢＣの頂点Ｃから斜辺ＡＢに垂線

ＣＤをひくと，△ＡＢＣ，△ＡＣＤ，△ＣＢＤはすべて相似に

なります。このことを利用して，花子さんは，次のように

証明をしました。証明の①の部分を参考にして，②の部分

にあてはまる比例式と等式を答えなさい。また，③にあて

はまる等式を答えなさい。

証明

ＡＤ＝ x，ＢＤ＝ y とすると，

△ＡＢＣ∽△ＡＣＤだから， b：x ＝ c：b
①

b ２＝ c x

△ＡＢＣ∽△ＣＢＤだから， 【解答】

②

よって， a ２＋ b ２＝ c y ＋ c x
②

＝ c ( x ＋ y )

③ だから，a ２＋ b ２＝ c ２
③

a

b
c

Ａ

Ｂ Ｃ

ア

Ａ

Ｂ Ｃ

c

a
b

Ｄ

Ｅ Ｆ

イ ウ

Ｃ

Ａ ＢＤ

x y

a

c

b

ア

ウ

： ＝ ：

＝ ： ＝ ：

＝

＝ ＝

第３学年 ６ 三平方の定理
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ６ 三平方の定理

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 右のような∠Ａ＝∠Ｃ＝９０
○

である四角形ＡＢＣＤ

において，辺ＡＤの長さを求めなさい。

【解答】

ｃｍ

２ 右のような△ＡＢＣの面積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ
２

３ 右のような１辺の長さが４ｃｍである正四面体ＡＢＣＤ

において，辺ＡＤ，ＢＣの中点をそれぞれＥ，Ｆとする

とき，次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 線分ＥＦの長さを求めなさい。

【解答】

ｃｍ

(2) 正四面体ＡＢＣＤの体積は，三角錐 ＣＡＦＤの体積の２倍になります。このことを利用し
すい

て，正四面体ＡＢＣＤの体積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ ３

Ａ

Ｂ Ｃ
６ｃｍ

１０ｃｍ

３０°

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

４ｃｍ
Ｅ

Ｆ

Ｂ

Ａ

Ｃ

３ｃｍ

５ｃｍ

４ｃｍ

Ｄ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ６ 三平方の定理

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題③

右のような底面の半径が４ｃｍで，母線であるＯＡの長さが１２ｃｍ

の円錐があります。ＯＡの中点をＭとするとき，次の(1)から(3)ま
すい

での各問いに答えなさい。

(1) 円錐の側面積を求めなさい。

【解答】

ｃｍ ２

(2) 右のように，点Ａから円錐の側面に沿って１周して点Ａまで
そ

糸を張るとき，最も短くなるときの糸の長さを求めなさい。

【解答】

ｃｍ

(3) 右のように，点Ａから円錐の側面に沿って１周して点Ｍまで

糸を張るとき，最も短くなるときの糸の長さを求めなさい。

【解答】

ｃｍ

１２ｃｍ

４ｃｍ

Ｏ

Ｍ

Ａ

糸

１２ｃｍ

４ｃｍ

Ｏ

Ｍ

Ａ

糸

１２ｃｍ

４ｃｍ

Ｏ

Ｍ

Ａ

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

６ 三平方の定理

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 ６ 三平方の定理
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

(1)

ア a － b イ a b ウ c ２

【ポイント】

右の図のように，正方形ＣＤＥＦの１辺の長さは

a － b となるね。また，式の左辺については，次

のように整理することができるね。

４× a b ＋（ a － b ） ２ ＝ c ２

２ a b ＋( a ２－２ a b ＋ b ２ )＝ c ２

２ a b ＋ a ２－２ a b ＋ b ２ ＝ c ２

a ２＋ b ２ ＝ c ２

(2)

② a：y ＝ c：a y：a ＝ a：c c：a ＝ a：y

a ２ ＝ c y a ２ ＝ c y ， c y ＝ a ２ など，同値な式は正答とする。

③ x ＋ y ＝ c

【ポイント】

(②について)

△ＡＢＣ∽△ＣＢＤで，右の図のようにそれぞれ

△ＡＢＣの辺ＢＣに対し，△ＣＢＤの辺ＢＤ，

△ＡＢＣの辺ＡＢに対し，△ＣＢＤの辺ＣＢ

が対応している辺になっているね。

だから，ＢＣ：ＢＤ＝ＡＢ：ＣＢとなり，

比例式の外側の項の積と内側の項の積は等しい

から， a：y ＝ c：a

a ２ ＝ c y となるね。

(③について)

ＡＢ＝ c で，ＡＤ＝ x，ＢＤ＝ y としているので，

x ＋ y ＝ c はいえることだね。

x ＋ y ＝ c より，c ( x ＋ y )＝ c ２ がいえるので，

a ２＋ b ２ ＝ c ２ が導けるね。

Ａ

Ｂ Ｃ

c

a
b

Ｄ

Ｅ Ｆ

b a－b１

２

２

Ｃ

Ａ ＢＤ

x y

a

c

b

Ｄ

ＢＣ a

y

１

２

第３学年 ６ 三平方の定理
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ６ 三平方の定理

４ ２

４１

４１

４ ２

３

２ ２

１ ６ ２

３

２ ３

２ ３

２ ２

２ ２

８ ２

３

１ ６ ２

３

２ ２

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ ｃｍ

【ポイント】

次のように求めるといいね。

△ＢＣＤにおいて，∠Ｃ＝９０
○

△ＡＢＤにおいて，∠Ａ＝９０
○

だから，三平方の定理より， だから，三平方の定理より，

ＢＤ ２＝５ ２＋４ ２＝４１ ＡＤ ２＋３ ２＝( )２

ＢＤ＞０より， ＡＤ ２＝４１－９＝３２

ＢＤ＝ (ｃｍ) ＡＤ＞０より，ＡＤ＝ (ｃｍ)

２ １５ ｃｍ ２

【ポイント】

右の図のように，点Ａから直線ＢＣに垂線をひいて，

∠ＡＤＢ＝９０
○

となる直角三角形ＡＢＤをつくると，

∠Ｂ＝３０
○

より，ＡＤ：ＢＤ：ＡＢ＝１： ：２となるね。

ＡＢ＝１０(ｃｍ)だから，ＡＤ＝５(ｃｍ)となり，

△ＡＢＣ＝ ×６×５＝１５ (ｃｍ ２)となるね。

３ (1) ｃｍ

【ポイント】

次のように求めるといいね。

△ＡＢＣは正三角形で， △ＦＡＤは，ＡＦ＝ＦＤの二等辺

ＢＦ＝２ｃｍ，∠ＡＦＢ＝９０
○

三角形で，ＡＥ＝２ｃｍ，

となるから，ＡＦ ２＋２ ２＝４ ２ ∠ＡＦＢ＝９０
○

となるから，

ＡＦ ２＝１６－４＝１２ ＥＦ ２＋２ ２＝( )２

ＡＦ＞０より， ＥＦ ２＝１２－４＝８

ＡＦ＝ (ｃｍ) ＥＦ＞０より，ＥＦ＝ (ｃｍ)

(2) ｃｍ ３

【ポイント】

三角錐ＣＡＦＤの底面を△ＡＦＤと考えると，高さはＦＣとなるから，
すい

三角錐ＣＡＦＤの体積は， ｃｍ

×△ＡＦＤ×ＦＣ 正四面体ＡＢＣＤの体積は，

＝ × ×４× ×２
三角錐ＣＡＦＤの体積の２倍

だから，

＝ (ｃｍ ３)となるね。 (ｃｍ ３)となるね。

１

２

３

１

３

１

３

１

２

Ａ

Ｂ Ｃ
６ｃｍ

１０ｃｍ

３０°

Ｄ

５ｃｍ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

４ｃｍ
Ｅ

Ｆ

２ｃｍ

２ｃｍ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

４ｃｍ

２ｃｍ

Ｂ

Ａ

Ｃ
５ｃｍ

Ｄ

ｃｍ

４ｃｍ

３ｃｍ ４１

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 ６ 三平方の定理

１ ２ ３

６ ７

３

６ ３

６ ３

２５２ ６ ７

１ ２ ３

６ ３

３

■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題③

(1) ２４πｃｍ ２

【ポイント】 円錐の展開図
円錐の側面は，展開図のおうぎ形の部分だから，次のように，

すい

円錐の展開図のおうぎ形の面積を求めるといいね。
すい

(求め方①) (求め方②)

おうぎ形の中心角を x
○

とすると， おうぎ形の弧の長さは，底面の

２π×１２× ＝２π×４
円周の長さに等しく，８πｃｍ。

また，半径が１２ｃｍの円周の長

これを解いて，x ＝１２０ さは，２４πｃｍ。

よって，求める側面積は， よって，求める側面積は，

π×１２ ２× ＝４８π(ｃｍ ２) π×１２ ２× ＝４８π(ｃｍ ２)

(2) ｃｍ

【ポイント】
Ａ′

(1)から，円錐の側面は右図ような中心角が１２０
○

のおうぎ形 (Ａ)

になるね。 (1)を(求め方②)で求めた場合，中心角は，

３６０× ＝１２０（
○

) と求められるね。

求める糸の長さは，右図の点Ａと点Ａ′を結ぶ最短の長さ，

つまり，弦ＡＡ′の長さになるね。

点Ｏから弦ＡＡ′に垂線をひき，その交点をＢとすると，∠ＡＯＢ＝６０
○

となるから，

△ＯＡＢは，３辺の比が１： ：２の直角三角形になるね。

ＯＡ＝１２ｃｍだから，ＡＢ＝ ｃｍとなり，求める糸の長さは， ｃｍとなるね。

４ ｃｍ

【ポイント】

求める糸の長さは，右図のおうぎ形の点Ａと点Ｍを結

ぶ最短の長さ，つまり，線分ＡＭの長さになるね。

右図のように，直角三角形である△ＯＡＣをつくると，

∠ＣＯＡ＝６０(
○

)だから，△ＯＡＣの３辺の比は，

１： ：２となるね。ＡＯ＝１２(ｃｍ)より，

ＡＣ＝ (ｃｍ)，ＣＭ＝ＣＯ＋ＭＯ＝６＋６＝１２ (ｃｍ)

となるので

ＡＭ ２＝１２ ２＋( )２＝１４４＋１０８＝２５２

ＡＭ＞０より，ＡＭ＝ ＝ (ｃｍ)となるね。

８π

２４π

１２０

３６０

x

３６０

１２ｃｍ
x°（１２０°）

４ｃｍ

８πｃｍ

Ｏ

Ａ

Ｏ

Ａ

１２ｃｍ

Ｂ

求める糸の長さ

Ｃ

Ａ

Ｏ Ｍ

ｃｍ

求める糸の長さ

１２０°

６０°８π

２４π

１２０°
６０°

１２ｃｍ

１２ｃｍ６ ３

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

Ｆ 標本調査

[知識・技能の習得を図る問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 Ｆ 標本調査
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 Ｆ 標本調査

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ 次の(1)から(4)までの各問いに答えなさい。

(1) ある集団について何かを調べるとき，その集団の全部について調べることを何調査とい

いますか。

【解答】

(2) (1)の調査に対して，集団から一部を取り出して調査し，それによって集団全体の性質

を推測するような調査を何調査といいますか。

【解答】

(3) (2)の調査をするとき，性質を調べたい集団全体のことを何といいますか。

【解答】

(4) (2)の調査をするとき，調査のために取り出した一部の資料を何といいますか。

【解答】

２ 次のアからカの調査では，全 数 調 査と 標 本 調 査のどちらが適切ですか。それぞれあ
ぜんすうちょう さ ひょうほんちょう さ

てはまるものをすべて選んで，その記号を答えなさい。

ア テレビ番組の視聴率調査

イ 学校でおこなうスポーツ診断テスト

ウ 電球の平均耐久時間の調査

【解答】

エ Ａ工場で製造されるかんづめの品質調査 全数調査

オ Ｂ市のバスの安全点検

標本調査

カ Ｃ大学の入学試験

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 Ｆ 標本調査

■知識・技能の習得を図る問題 年 組 号 氏名

■練習問題②

１ 次の文で，アとイにあてはまることばと，ウにあてはまる数を答えなさい。

標本調査において母集団から標本を取り出す場合，標本の

どれもが同じ確率で取り出されるようにすることが大切です。

このようにして，母集団から標本を選ぶことを に

抽出するといいいます。 に抽出して標本を取り出

すために，右のような 表を利用することがありま

す。この表は，０から９までの数字が表れる確率が，どこを

とっても毎回 になるように，また，数字の並び方に規則

性がないように，くふうされています。

【解答】

２ Ａ市の中学生は全部で２１７５人います。Ａ市の中学生の１日あたりの家庭での学習時間を

調べるために，その中から無作為に選んだ２００人について，調査をおこないました。

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) 母集団を答えなさい。

【解答】

(2) 標本の大きさを答えなさい。

【解答】

３ 袋の中に同じ大きさの白玉と赤玉が合わせて１０００個入っています。この中から５０個の玉

を無作為に抽出し調べたところ，白玉は３５個，赤玉は１５個でした。袋の中の赤玉は，全部

でおよそ何個と推測されますか。

【解答】

４ ある工場で製造される品物から，１００個を無作為に抽出し調べたところ，２個が不良品で

した。８０００個の品物を製造するとき，商品として出荷できる品物は，およそ何個であると

推測されますか。

【解答】

ア

ア

イ

２８ ８９ ６５ ８７ ０８ １３ ５０ ６３ ０４ ２３

３０ ２９ ４３ ６５ ４２ ７８ ６６ ２８ ５５ ８０

９５ ７４ ６２ ６０ ５３ ５１ ５７ ３２ ２２ ２７

０１ ８５ ５４ ９６ ７２ ６６ ８６ ６５ ６４ ６０

１０ ９１ ４６ ９６ ８６ １９ ８３ ５２ ４７ ５３

０５ ３３ １８ ０８ ５１ ５１ ７８ ５７ ２６ １７

０４ ４３ １３ ３７ ００ ７９ ６８ ９６ ２６ ６０

０５ ８５ ４０ ２５ ２４ ７３ ５２ ９３ ７０ ５０

８４ ９０ ９０ ６５ ７７ ６３ ９９ ２５ ６９ ０２

２８ ５５ ５３ ０９ ４８ ８６ ２８ ３０ ０２ ３５ウ

イ ウア

およそ 個

およそ 個

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

Ｆ 標本調査

［知識・技能の習得を図る問題］

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 Ｆ 標本調査
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

(1) 全 数 調 査
ぜんすうちょう さ

(2) 標 本 調 査
ひょうほんちょう さ

(3) 母 集 団
ぼ しゅうだん

(4) 標 本
ひょうほん

２

全数調査 イ，オ，カ

【ポイント】

標本調査 ア，ウ，エ アのテレビ番組の視聴率とは，各テレビ番組につい

て，テレビを所有する世帯や個人のうちの何％がテ

レビを視聴したかを示す数値のことだね。テレビに

接続された専用の機器から得られるデータを基にし

たり，アンケートの結果を基にしたりするなど，い

ろいろな調査方法があるね。ただ，どの調査方法を

用いても，全数調査では時間や費用がかかりすぎる

ので，標本調査がおこなわれているね。

イは，生徒１人１人について，おこなうものだから，

全数調査だね。

ウとエは，全数調査をおこなうと販売するための製

品がなくなってしまうので，標本調査だね。

オは，全部のバスについて安全点検をする必要があ

るから，全数調査だね。

カは，Ｃ大学の受験者全員が入学試験を受けるわけ

だから，全数調査だね

第３学年 Ｆ 標本調査
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



第３学年 Ｆ 標本調査

■知識・技能の習得を図る問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題②

１

ア 無作為
む さく い

【ポイント】

イ 乱数 乱数表を利用して母集団から標本を取り出す場合は，次のような手順

でおこなうといいね。

ウ ① 母集団にふくまれる人やものに１つ１つ番号をつける。

② 乱数表の数字を何行，何列目からはじめるかを無作為に決め，

そこから上下，左右，斜めどちらに進むのかを決める。

③ ②により，次々と必要なけた数の数を決めていき，同じ数が出

たらその数は除き，必要な標本の大きさが選ばれるまで続ける。

乱数表のかわりに，正二十面体の各面に，０から９までの数字を２度

ずつつけた「乱数さい」を利用してもいいね。

２

(1) Ａ市の中学生２１７５人

(2) ２００

３ (およそ) ３００ (個)

【ポイント】

＝ より，全体のおよそ の割合で，赤玉が入って

いると推測されるね。

１０００× ＝３００

だから，およそ３００個の赤玉が入っていると推測されるね。

４ (およそ) ７８４０ (個)

【ポイント】

＝ より， の確率で不良品が出ると推測される

から，８０００個の品物を製造した場合は，

８０００× ＝１６０ (個)の不良品が出ると推測されるね。

８０００－１６０＝７８４０

だから，商品として出荷できる品物は，およそ７８４０個と

推測されるね。

１

５０

１

５０

２

１００

３

１０

３

１０

１５

５０

１

１０

１

５０

３

１０

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

Ｆ 標本調査

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 Ｆ 標本調査
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題 年 組 号 氏名

■練習問題①

１ ある中学校のＡ，Ｂ，Ｃの３人の生徒が，自分の中学校の生徒全体について，１日あたり

の読書の時間を調べるために，標本として６０人を選んで，全体の傾向をつかむことにしま

した。３人はそれぞれ次のような方法で，６０人を選びました。あとの各問いに答えなさい。

生徒Ａ：生徒全員に通し番号をつけて，乱数表を使って６０人を選んだ。

生徒Ｂ：生徒全員にくじ引きをしてもらい，６０人を選んだ。

生徒Ｃ：学校の代表として３年生の生徒の中から，６０人を選んだ。

(1) 標本の選び方として適切でない生徒はだれですか。１人選んで，その記号を書きなさい。

【解答】

(2) (1)で，適切でないと判断した理由を書きなさい。

【解答】

２ ある池のこいの総数を調べるために，６０匹のこいをつかまえて，その全部に印をつけて

池にもどしました。数日後，４０匹のこいをつかまえたら，印のついたこいが５匹いました。

この池にいるこいの総数を推測しなさい。

【解答】

３ ある雑誌で，次のような記事がありました。

記事

Ａ社の新商品のお菓子について，取材班がアンケートによる調査をおこなったところ，

お菓子を食べた人の７割が，おいしいと答えています。

これを見た花子さんは，「この記事だと，何人のうちの７割が『おいしい』と答えたのか

わからないわ。」と言いました。

花子さんが指摘していることは，次のアからエの中のどれですか。１つ選んで，その記号

を書きなさい。

ア 標本調査の母集団がわからない。

イ 標本の取り出し方がわからない。

ウ 標本の大きさがわからない。 【解答】

エ 何を調査したのかわからない。

およそ 匹

第３学年 Ｆ 標本調査
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



中学校数学科

第３学年

Ｆ 標本調査

[思考力・判断力・表現力を育む問題]

[解答例]

中学校

年 組 号 氏名

第３学年 Ｆ 標本調査
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



■数学的な思考力・判断力・表現力を育む問題［解答］ 年 組 号 氏名

■練習問題①

１

(1) Ｃ

(2) (解答例①)

３年生の生徒の中から６０人を選ぶことは，標本としてかたよりすぎているから。

(解答例②)

母集団は中学校の生徒全体だから，全学年の生徒が同じ確率で，選ばれるように

しないといけないから。

【ポイント】

上記の(解答例)と同様の意味の理由が書けていれば，正解だね。

母集団から標本を取り出す場合，次のことが大切になるね。

・母集団を代表するように，標本をかたよりなく取り出すこと。

・母集団の標本のどれもが同じ確率で取り出されること。

２ (およそ) ４８０ (匹)

【ポイント】

次のように，求めることができるね。

(求め方①) (求め方②)

こいの総数を x 匹とすると， つかまえた４０匹のこいの中に，印のついて

x：６０＝４０：５ いるこいが５匹いたので，４０÷５＝８より，

５ x ＝２４００ こいの総数は，印のついているこいの数の

x ＝４８０ およそ８倍と考えられる。

よって，こいの総数は， 印のついているこいは，６０匹いるので，

およそ４８０匹と推測される。 ６０×８＝４８０より，こいの総数は，およそ

４８０匹と推測される。

３ ウ

【ポイント】

花子さんは「この記事だと，何人のうちの７割が『おいしい』と

答えたのかわからないわ。」と言っているね。 の部分は，

「標本の大きさがわからない」ということと，同様の意味だね。

第３学年 Ｆ 標本調査
さくらの個別指導 （さくら教育研究所）




